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世界の恒久平和は.人類共通の矧いである.
しかしながら.今日なお世界の動きl~ . 級戦争の危絡をは
らみ.餓に憂慮にたえない。
わが国は唯一の綾織固として.t賓兵~の恐ろしさと .1&縁
者の苦しみを全世界の人々に訴え.再び広島・疫俗の惨禍を
繰り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため.いかなる包のい

かなる核兵~に対しでも、その廃絶を求め. ここに早fO都市
を宣Bする。
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市
内
の
6
つ
の
道
の
愛
称
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
投
事
で

決
ま
り
ま
し
た
。
市
制
初
周
年
を
記
念
し
て
、
検
討
委
員
会

の
設
置
や
愛
称
の
募
集
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
投
票
の
結
果
、
叩

人
の
皆
さ
ん
が
道
の
名
付
け
親
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
市
制
却
周
年
を
記
念
し

て
、
市
内
の
迫
に
愛
称
を
つ
け
る

た
め
、
昨
年
同
月
に
市
民
に
よ
る

道
路
愛
称
検
討
委

μ会
(上
村
文

明
会
長
)
を
設
位
し
、
ま
ず
、
対

象
と
す
る
6
つ
の
迫
を
巡
定
し
ま

し
た
。

広
柑
4
刀
同
日
サ
で
そ
れ
ぞ
れ

の
辿
の
愛
紘
を
市
民
の
伴
さ
ん
か

ら
…
品
集
し
た
と
こ
ろ
、
4
0
2
通

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
各
路
机
ご
と
に

候
補
を
検
討
委

μ会
で

3
つ
に
絞

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
広
報
7
川

同
H
号
に
投
淀
川
紙
を
折
り
込
み
、

投
山
知
を
市
内
は
カ
所
に
設
問
し

ま
し
た
。

投
出
則
限
の

8
川
引
日
ま
で
に

楢
崎
勤
子
さ
ん
に
市
民

文
化
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
章

市
民
プ
ラ
ザ
で
授
与
式

シ
ド
ニ
ー
五
倫
女
子
柔
道
臼

同
級
で
銀
メ
ダ
ル
を
挫
利
し
た

柄
附
教
子
さ
ん
に
、
山
氏
丈
化

ス
ポ
ー
ツ
栄
作
中
市
が
開
ら
れ
ま

し
た
。

(
写
真
)

ハ
バ
日
日
に
市
民
プ
ラ
庁
で

行
わ
れ
た
ほ
ツ
式
と
悦
勝
会
に

は
、
コ
ー
チ
の
山
川
作
さ
ん
や

山
内
の
小

・
中
小
中
.
な
ど
約
l

O
O人
が
山
山
相
川
川
市
H
K
は
、

「
市
で
初
め
て
の
.
九
輪
メ
ダ
リ

ス
ト
は
ミ
セ
ス
チ
ャ
ン
ヒ
オ
ン

結
婚
し
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
た
り
仰
に
前
制
で
さ
る
こ
と

は
、
ス
ポ
ー
ツ
先
進
川
の
条
例H
。

み
ん
な
の
励
み
に
な
り
ま
す
」

と
他
闘
を
市
え
ま
し
た
。

柄
附
さ
ん
は
、
「受
市
で
さ

て
と
て
も
う
れ
し
い
。
子
ど
も

た
ち
に
は
身
近
な
け
慨
を
持
っ

て
続
け
て
ほ
し
い
。
機
会
が
あ

れ
ば

一
緒
に
緋
刊
し
た
い
で
す

ね
」
と
あ
い
さ
つ
。
恕
談
会
で

は
、
心
念
写
点
や
サ
イ
ン
に
も

気
憾
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た
小
学
生

の
火
の

rr
は
、
「
臼
払
の
宝
物
で

す
。
掛
川
崎
選
手
を
日
開
に
以
必

り
ま
す
」
と
陀
を
卸
か
せ
て
い

ま
し
た
。

市
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ川市川汁
巾

は、

附
和
党
作
9
川
に
制
定
さ

れ
、
本
市
山
内
切
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ

ァ
ー
庁
本
功
さ
ん
に
続
い
て•. 

人
口
の
受
ポ
で
す
。

道
の
「名
付
け
親
」
に
認
定
証
と
記
念
品
を
贈
呈

1
1
9
1
『

1
4
ニr
〈¢
にバ・
r

i
l
-
-
Pl』
L
d
f
I泊
守

わ
れ
、
ゆ
人
の
「
名
付
け
親
」
の

押
さ
ん
に
認
定
説
と
記
念
日
川
が
川

ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
迫
の
布
引
付
け
却
は
、

次
の
山
甘
さ
ん
で
す
。
(
敬
称
附
)

①
丘
の
道
:
古

川
加
持
(
台
川
)

②
公
園
坂
通
り
・
:
村
沢
均

(
栄
)、

収
川
勝
之
(
政
木
)

①
ぁ
川
崎
通
り
:
・
杉
昨
湖
太

(船

い
)
、
新
ぃ

Z
M
(似
一ド
)
、か
峨
一川

必
郎
w
u
k

(

打
松
)
、
川
元
件
帆
巾

(
似
て

限
必
介

(
れ
松
)
、
ト
ぃ

判
断

(
小
川
)
、
及
川
捌
太

(
ド

ヶ

一円

)

@
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン

:
・

小
林
市

(洲
北
台
)

⑤
四
季
の
道
:
・深
山
必
然
草

(古
.

一円

)

と
も
ひ
ろ

⑤
や
す
ら
ぎ
の
道
:
・
山
崎
押
立

(
一粉々

川
)
、
篠
川
市
ボ
災
(
郁
)
、

米
山
利
夫

(
布
杭
千
和
ムハ
)
、
中

什
叫

(布
佐
)、
佐
雌
利

-M
(か
叩

杭
川
町
)
、
杭
雌
悦
i
(
布
佐
1
f

U
)、
伊
此
必
J

(

つ
く
し
吋
)

四季の道

道
路
を
と
お
し
て
街
に
愛
着
を

市

長

市
迫
は
、
例
え
ば

「
3
1
5

!
日
ひ
線
」
と
い
う
よ
う
に
林&
 

ひ
で
名
称
が
つ
い
て
お
り
、
馴

じ拾
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
林
を
つ
け
れ
ば
、

「
O
O辿

り
の
喫
茶
山
」
な
ど
と
使
利
に

使
え
ま
す
し
、
街
そ
の
も
の
へ

の
愛
川
も
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
川
は
、
日
常
的
に

よ
く
他
わ
れ
る
主
な
市
道
6
つ

を
巡
ん
で
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。

応
砕
い
た
だ
い
た
名
前
は
、

(人と烏が共存し、手賀泊を誇れるまちjをめざして

環場基本計画シンポジウム
12月16日(土)市民会館で開催

今
後
初
年
川
の
市
の
開
脱
政

策
の
必
本
指
針
と
な
る
郎
脱
法

本
山
川
州
(
笑
)
に
つ
い
て
、
市
民

の
持
さ
ん
の
ご
江
川ん
を
お
聞
き

す
る
た
め
、
市
環
境
権
品
会

ゃ
な
t
J-
h
--

，、

(
柳
川
叩
弘
毅
会
以
)
の
主
悩
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
引
い
ま
す
。

「人
と
ね
が
共
作
し
、
下加以

削
を
芯
れ
る
ま
ち
」
と
叫
す
る

卯
境
法
本
件
川
州
(
潔
)
で
は
、
山

の
'H枕
…
胤
境
の
成
り
弘
ら
と
叩州

組
を
惨

.mし
、
保
全
と
組
問
の

マ
級
均
必
均
彦

ど
れ
も
辺
の
特
徴
や
・沿
道
の
環

境
を
よ
く
衣
わ
し
て
、
税
し
み

や
す
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

市
で
は
今
後
、
道
路
の
名
祢

仮
の
設
問
や
作
マ
ッ
プ
へ
の
表

示
を
行
な
い
、
広
く
市
民
の
伴

さ
ん
に
ん
厄
刀
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
広
道
の
改
修
な
ど
の

幣
仰
を
仙
極
的
に
進
め
、
名
前

に
白
け
な
い
道
路
に
し
て
い
き

た
い
と
砂
え
ま
す
。

た
め
の
点
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
下
幻
削
に
つ
い
て
は
、
水

質
浄
化
と
手
口
出
を
活
川
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
進
め

る
た
め
の
必
本
的
方
向
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
身
近
な
環
境
問
題

か
ら
地
球
卯
岐
川
凶
へ
の
片
山
祉
、

資
制
加
卯
別
社
会
へ
向
け
た
施

策
会
ど
を
崎
川
町
し
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
「
市
民
-

V
決
符
の
た
め
の
環
境
配
邸
指

針
」
と
、
ぃ
巾
が
引
業
将
と
し
て

行
う

「
mw.
次
郎
岐
保
A
K
の
た

め
の
引
先
行
動
川
州
」
も
ま
と

め
ま
し
た
。

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
資

料
は
、
は
川
5
H
(火
)
か
ら
手

釘
抑
制
課
で
が
前
配
布
し
ま
す
。

日
時

ロ
川
同
日
(
仁
)
午
後
1

時
泊
分
か
ら
4
時

場
所

市
民
会
飢

内
容

卯
境
法
本
山
山
州
(
小
企
の

概
咲
の
品
川
、
阿
川
崎
官
官
品
会
委

μの
・
必
比
佐
ぃ
氏
、
掲
げ
一
日比
欠陥間

参
加
費

無
料

問
い
合
わ
せ

下
山
以
前
ぷ
宮

(お
)
1
1
1
1内
組
4
6
4

ル社 会 の 実 現をめざしてリサイ ク



(2) 

は
、
製
介
濃
度
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
の
器
部
制
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
器
地
制
を
超
え

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
川
し
た
場
合
、

組
え
た
分
は
会
制
向
己
円
以
担
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ね
判
を
悦

減
す
る
た
め
、
白
川
の

一
却
を
助

成
し
ま
す
。

な
お
、
助
成
の
対
象
は
、
平
成

ロ
年
旧
対
分
の
介
説
サ
ー
ビ
ス
貨

問
か
ら
と
し
ま
す
。

利
用
対
象
者

間
宅
で
自
立
し
た

生
析
を
の
川
む
こ
と
が
以
噌
制
内
で

は
凶
雌
と
認
め
ら
‘れ
る
、
介
川
崎
が

必
.
決
な
お
お
む
ね
の
ほ
以
ヒ
の
方

で、

中
山
川
の
山
川
2
カ
川
続
け
て

利
川
し
た
川
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
引

用
が
排
出
納
を
組
え
て
い
る
方

利
用
条

件

利

川

の
決
定
を
受
け

た
翌
月
か
ら
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、

市
が
折
定
す
る
指
定
川
宅
介
護
文

叩叫
が
染
者
で
作
成
し
て
い
た
だ
き

ま
す
助
成
額
左
表
参
照

※
山

-mKM法
令
ル
し
く
は
、
介
議

文
扱
川
州
民
山
町
介
護
係
官
(お
)l
i

-
-
内
線
4
1
5
へ

ル
ド
シ
l
ト
の
貸
し
山
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

乳
幼
児
を
市
に
点
せ
る
と
き
は
、

必
ず
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

l
ト
を
仙
川

し
ま
し
ょ
う
。

貸
し
出
し
の
対
象

市
内
に
杭
所

を
桁
す
る

6
此
米
仙
の
乳
幼
山
の

似
必
将

貸
出
台
数

①
乳
児
川

(
新
生
川ん

か
ら
6
カ
月
こ
ろ
ま
で
)
日
台

②
幼
児
用

(6
カ
月
山
か
ら
4
政

く
ら
い
ま
で
)
5台

貸
出
期
間

乳
児
用
・:
5
カ
月
以

内
、
幼
児
用
:
・6
カ
月
以
内

貸
出
料

金

下

表
参
照

申
し
込
み
方
法

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

、
S
A

，i
1
hHI
Le

i
-
-
HUけ叶
守
山

1
l

(交
通
略
仙
加
、

保
他
セ
ン
タ
ー
、

作
文
所

・
行
政
辿

給
所
に
川
な
)
に

必
.公
明
羽
を
記
入

し
て
、

利
川
を
希

出
す
る
刀
の
前
月

の
1
日
か
ら
は日日

(閉
庁
日
の
場
合

は
盟
問
庁
日
)
ま

で
に
交
通
撚
仙
諜
に
抗
出

利
用
決
定

巾
込
新
多
数
の
場
合

は
州
選。

貸
し
出
し
が
決
定
し
た

ぶ
に
は
利
川
辿
知
品川
、
白
川
場

所

・
川
川
部
の
議
内
を
送
付

(げ

山
日
は
似
川
と
し
て
何
刀
l
H
。

た
だ
し
閉
庁
咋
に
よ
り
公
川
ん
す
る

肌制
作
が
あ
り
ま
す
)

問
い
合
わ
せ

交
通
指
仙
訓
告

(訂
)
l
i
-
-内
線
3
3
0

基準額を超えたサービス費用の
負担を軽減します・IF..:量云動画民主君子霊童三jヨ・

都
市
計
画
の
亥
更
の
案
の
縦
覧

チャイルドシー
貸し出しを
ご利用ください

トの
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都
市
川
州
法
部
引
条
約
2
刷
に

お
い
て
山
中
川
す
る
川
法
的
円
分
約

1
引
の
脱
定
に
よ
り
、
北
川
抑

f
都

市
計
州

「市
街
化
一似
域
以
び
市
街

化
捌
併
一
一は
域
」
、
「
川
途
地
域
」
、

「
山
位
地
区
」
の
宏
一山
の
従
を
次

の
と
お
り
縦
は
し
ま
す
。

な
お
、
案
に
つ
い
て
ご
立
礼
の

あ
る
方
は
、
意
見
件
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
聞
は
川
口
は
日
(
火
)
か
ら
は
月

初
日
(火
)
ま
で
の
午
前
8
附
加
分

(県
庁
は
午
前

9
時
)
か
ら
午
後

5
川

〈
上
川
明
日
と
H
附
け
は
除
く
〉

都
市
計
画
の
極
類
北
孫
子
都
市

計
州

「市
街
化
以
成
法
ぴ
山
街
化

山
牧
似
峨
」
、
「川
注
地
域
」
、
「
山川

山
地
以
」

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域
・

柴
崎
宇
小
水
戸
お
よ
び
下
城
側
、

ぃ印川
昨
山
中
川
悦
郷
お
よ
び
中
山
砂
悦

び
に
小
川
町
半
ヒ
問
台
の
れ

一
部
の

ほ
域

(以
仁
、
市
街
化
区
域
お
よ

び
山
市
化
訓
戦
以
域
、
川
途
地
峨)、

柴
附
ヰ
小
木
戸
お
よ
び
字
峨
快
投

び
に
日
昨
山
宇
白
砂
の
各

一
部
の

灰
域

(以
上
、
高
度
地
区
)

縦
覧
場
所

市
役
所
都
市
計
画
問
、

l
.ニ
r
u
p
--
N
H
U
P
--
ん
止

hEJB依

H
J
h者
計
虫u
者廿
HE
匁
芯

意
見
舎
の
提
出
方
法

な
見
性

(都
市
叶
画
税
に
川
作
品
)
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
屯
話
帯
分

を
明
記
し
、
な
比
の
安
行
を
添
付

し
て
、
縦
覧
川
川
終

f
uま
で
に

.
1
8
5
8打
文
斤
H
i
r

i
'
1
1
J
J
H行

阿
川
州
へ
制
送
ま
た
は
持
参

問
い
合
わ
せ

都
市
川
州
訓
告

(お

)1
1
1
1内
線
5
9
3、
県

都
市
政
策
課
宮
0
4
3
(
2
2
3
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q
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区 分 基準額(月額)※1助成対象額 ※2 助成額

要支援 61，500円 18，450円 基準額を超え

要介護 1 165，800円 49，740円 た額の2分の

要介護2 194，800円 58，440円 1の額。ただ

要介簸3 267，500円 80，250円
し、助成対象
額の2分の1

婆介護4 306，000円 91，800円 以内の額とす

要介護5 358，300円 107，490円 る。

※ 1 基準額とは、1カ月に勧間通所サービス区分のサービス (紡
問介tI、訪問入浴介様、置方問!lif革、動問リハビリテーション、
通所介簿、 通所リハビリテーション、 福祉用具貸与}を保険で
受けることのできるよ限額。介a保険の制度ではこの額を超え
ると金額自己負担となる

※ 2 助成対重量頼とは、基準額を趨える額で、市が助成三社員良とする
上限客員。この節闘であれば、基込皇官買を越えた額Xl/2=助成
宮買となる

〈計算例〉
要介護 3の方が1カ月に35万円のサービスを利用した
場合の助成額

1利用客員と基準額を比較して基準額を超える額を算出する。350，000円一267，500円=82，500円
よって82，500円の超過

2. 1で算出した額と市の助成対象額を比較する。82，500円>80，250円
基準額を超えた綴が助成対象額より大きいので、この場
合の助成対象額は要介護3の上限額である、 80，250円
※超えた額が助成対象綴より小さい場合l草、その額がその
まま助成対象額

3.2で算出した助成対象額に2分の1をかける。80，250円X1 /2 =40，125円
この例の場合40，125円が市からの助成額です

期『函--星~ 乳児用 幼児用

1カ月 2100円 2520円
2カ月 2310円 2730円
3カ月 2520円 2940円
4カ月 2730円 3150円
5カ月 2940円 3360円
8カ月 一 3570円

市
で
は
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
ね
川
を
抗
逃
し
、
乳
幼
川
ん
を
交

通
市
般
か
ら
守
る
た
め
、
チ
ャ
イ

vチャイルドシート貸出料金

V居宅介護支援事業の助成額

介
議
保
険
の
布
宅
サ
ー
ビ
ス
を

利
川
す
る
方
の
う
ち
、
北
市
制

(
支
給
限
度
器
市
制
)
を
担
え
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
川
す
る
必
裂
の
あ

る
方
に
対
し
て
、
そ
の
組
過
し
た

賀
川
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
夜
宅
サ
ー
ビ
ス
で

一-、=((s 

固
定
資
産
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

平
成
ロ
年
中
に
家
屋
を
新
築
・
増
築

・
改
築
さ
れ
た
方
、

新
た
に
私
道
を
提
供
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す

d努

平
日
に
来
ら
れ
な
い
方
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

一¥

確定申告は税務署ヘ

住民税申告は市役所ヘ

け
の
方

②
市
外
の
方
の
扶
必

に
な
っ
て
い
る
万

③
勤
務
先

か
ら
市
役
所
に
給
う
文
払
制
作

冷
が
拠
出
さ
れ
て
い
な
い
万
な

と※
公
的
年
金
所
科
だ
け
の
万
で

も
、
ど
ち
ら
か
の
山
中
行
が
必
裂

と
な
る
場
介
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
花
窓
く
だ
さ
い

年
が
明
け
る
と
間
も
な
く
、
確
定
申
告
と
住
民
税
申
告
の

時
期
と
な
り
ま
す
。
今
回
写
か
ら

「税
の
申
告
」
に
つ
い
て
シ

リ
l
ス
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
納
税
相
談
を
行
い
ま
す

し
た
仁
地

@
袋
地
の
場
A
H
は、

川

μが
4
m
以
k
で
、
そ
こ
を
辿

ら
な
け
れ
ば
公
迫
に
山
ら
れ
な
い

(氷川市が

2μ
以
ヒ
あ
り
、
一
組
行
制

限
を
し
て
い
な
い
も
の

該
当
者

岐
に
ね
辺
と
し
て
利
川

さ
れ
て
い
る
土
地
の
所
打
芥

(共

布
を
合
む
)

申
告
方
法

中
山
口
代
日

(諜
税
課
に

川
立
)
に
必
要
下
項
を
明
記
し
、

広
辺
の
所
在
と
而
般
の
わ
か
る
州

知
ま
た
は
測
以
凶
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い

申
告
期
限

い
ず
れ
も
予
成
旧
年

i
川
目
け
(
バ
王
で

税
額
軽
減
時
期

予
成
日
年
度
品

税
分
か
ら

申
告
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

品
税
制
略
上
地
品
先
係
官
(お
)1
1

1
1内
線
3
3
9

肱
当
者

住
宅
が
出
鈍
さ
れ
た
k

地
の
所
作
将

(
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン

シ
ョ
ン
を
合
み
、
ヒ
地
を
貸
し
て

い
る
場
合
も
技
中
1
し
ま
す
)

申
告
方
法

中作品川口

(訓
税
却
に

川
広
)
に
必
安
明
訓
を
別
記
し
、

押
印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い

車
庫

を
新
簡

・
増

築

・
抜
錨
さ
れ
た
方

4
I

H

、
仕
引
な
ど
で
窓
ハ
に
米

ら
れ
な
い
い刈
を
対
象
に
、
市
税

(山
・
川
川
以
説
、
川
定
資
陀
税
、

特
円
則
市
税
)
の
納
税
相
談
を
行

い
ま
す
。

心汁
け
は
、
納
付
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日

時

ロ

川
同
川
(七
)・

げ

n

(け
)
い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時

場
所

山

役
所
本
庁
収
税
ぷ

※巾
1
川
、
山
役
所
は
山
庁
の
た
め
、

医
同
ト
ぷ
凶
は
利
川
で
き
ま
せ
ん
。

臓
は
玄
凶
を
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

(よ
図
参
照
)

問
い
合
わ
せ

収
税
課
宮
(お
)
5

8
4
3
(当
日
に
限
る
)

-
般
に
「
雌
定
中
作
」
と
は
、

例
人
の
所
仰
悦

(川
悦
)
を
指
す

場
A
H
が
多
く
、
例
人
が

一
年
川

(1
川

I
Hか
ら
ほ
刀
引
日
の
川
)

に
叫
た
所
仰
を
、

円
分
で
税
制
を

訂
弥
し
、
税
務
官
引
に
中
止
円す
る
と

と
も
に
生
じ
た
税
金
を
納
付
す
る
、

ま
た
は
泣
付
を
受
け
る

一
述
の
手

続
き
を
い
い
ま
す
。

品EE
e雫二罫

あ
る
い
刈

⑤
給
う
と
年
令
、
年
金

と
生
命
保
険
制
則
に
よ
る

一
時
所

刊
な
ど
2
州
知
以
上
の
所
叫
が
あ

る
万
、
な
ど

※
住
宅
情
人
令
等
特
別
持
除
や
医

療
校
時
除
、
雑
制
措
除
で
所
初
税

の
越
村
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
や
、

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ

l
ト
社

μ
で
勤

務
先
で
年
ぷ
別
格
を
し
て
い
な
い

々
な
ど
も
、
税
制
の
計
似
を
し
て

所
件
税
の
納
付
ま
た
は
泣
付
が
あ

る
い
刈
は
臨
ん
必
山
中
作
が
必
裂
で
す

d
r
成
は
年
中
に・米
一回

(山
川
住

宅
ま
た
は
併
川
住
宅
で
川
宅
部
分

が
4
分
の

l
以
上
の
も
の
)
を
新

築

・
明
築

・
改
築
さ
れ
た
万
で
、

市
が
行
、
つ
-
一
系
民
調
査
が
済
ん
で
い
・

な
い
方
は
、
別
限
ま
で
に
住
宅
用

地
の
申
合
を
し
て
く
だ
さ
い
。

作
宅
川
地
と
し
て
、
問
定
資
産

税
が
税
減
さ
れ
ま
す
。

※
作
吉
川
地
と
は
、
特
定
の
人
が

住
ん
で
い
る
家
凶
の
蚊
地
と
な
っ

て
い
る
ヒ
地
で
、
そ
の
川
七
の出陣

而
舶
の
凶
作
川
ま
で
の

k
地
の
税
制

が
慨
減
さ
れ
ま
す
。

※
附
・
改
築
の
場
合
、
す
で
に
慨

減
が
適
用
さ
れ
て
い
る
よ
地
は
、

軽
減
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

新
た
に
私
道
を
提
供
さ
れ
た
方

平
成
ロ
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
日
年
2
H川
同
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
日
胤
得
り
の
税

務
明
引
で
中
作
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
内
の
中
討
会
場
で

も
、
納
税
務
将

・
納
税
問
じ
会

に
よ
る
出
川
山
中
山
口
受
付
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
ご
利
川
く
だ
さ

、
。
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問
い
合
わ
せ

課
税
附
州
市
民
税

係
官
(お
)
i
l
-
-

税の申告 ①

土
地
が
ね
辺
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
助
作
、
そ
の
一
川

μや
利
川

形
態
に
よ
り
同
定
資
産
税
が
悦
減

さ
れ
ま
す
の
で
山
中
作
を
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
放
地
内
の
通
路

ゃ
い
わ
ゆ
る
敷
地
延
以
部
分
は
除

き
ま
す
。

軽
減
さ
れ
る
私
道
の
要
件

。
公

也
か
ら
公
辺
に
辿
り
抜
け
で
き
る

伝
道

@
紐
築
必
準
法
に
よ
り
、

公
道
か
ら
後
退

(セ
ッ
ト
パ
ッ
ク
)

ω仁
地

・
出
物
・
株
式
な
ど
の
古川

波
が
あ
る
-M
①
材
業

・
配
台
所

仰
の
あ
る
万

①
給
与
収
入
が
年

間
2
G
O
O
-
h円
を
越
え
る
点

。
給
与
所
仰
が

2
カ
所
以
卜
.
か
ら
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な
ど
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だ



第1034号

市役所臨時職員の
登録を受け付けます

一一、=
市
で
は
、
臨
時
制

μ
の
枝
川
川
を
、

選
考
に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

が
務
補
佐

μ、
給
食
訓
剛
山
μ、

凶
代
川
牧
町

μ
の
受
け
付
け
は
、
年

1
川
で
す
の
で
、
子
成
日
年
中
に

任
川
を
希
望
す
る
万
は
、
こ
の
機

~ 

会
に
目立錯
し
て
く
だ
さ
い
。
(
次

回
の
受
付
は
1
年
後
に
な
り
ま
す
)

職
種
・
勤
務
場
所
等
左
表
参
照

資

格

刷

坊
に
迎
性
が
あ
り
他
山

で
な
欲
の
あ
る
方
(
受
付
時
に
刷

践
を
行
い
ま
す
)

任
用
時
期

い
ず
れ
も
な
鈷
作
幼

則
川
の
内、

必
災
に
応
じ
て
任
川

手
当
等

辺

助

手
当
は
別
途
文
給
、

社
会
保
険

・
有
給
休
暇
あ
り
、
任

川
は

6
カ
川
以
内

(詳
細
は
川
い

合
わ
せ
を
)

申
し
込
み

総
務
川
、
作
文
川
に

側
、
え
で
あ
る
中
込
川
紙
に
必
民
引

制
を
ご
山
分
で
記
入
し
、
上
市
ド
身

Mmmの
写
ト
川
(
(縦
4
m
×
柿
3
m
)

を
貼
付
し
、
は
月
1
日
(金
)か
ら

日
口
(金
)ま
で
に
、
保
有
士
は
子

山け
て
文
扱
訓
へ
、
給
食
訓
剛
山

μは

教
行
安

μ会
学
校
故
山
M
m
州
へ
、
こ

れ
以
外
は
総
務
課
人
市
山
当
へ
本

人
が
持
参

(七

-
M
附
日
は
除
く
)

問
い
合
わ
せ

総
務
訓
人
引
判
中l

宮
(
訂

)1
1
1
1

職種 要件等 畳録有効期間 賃金 勤務渇所、1日の勤務時間等

事務補佐員 62歳までの方 13年1月~
時間 市役所・公民館など

14年12月 830円 8時間・週5日以内

給食調理員 50歳までの方13年1月~時間
市立学校・保育園

14年12月 880円 8時間以内・月10日程度

用務員 50歳までの方 1 3~1 月~ 時間 市立学校・保育園
14年12月 830円 8時間

図書整理員 62歳までの方 13年1月~時間 図書館、8時間以内・週3日
14年12月 830円 程度(土・日・祝日可能な方)

生活指導員 40歳までの方 13年4月~時間
あらき固など

910円 8時間・ 遇5日以内

保健婦(士)62歳までの (検診等の 時間 保健センター
免許所有者 際に任用)1360円 8時間以内

看護婦(士)62歳までの (検診等の 時間 市役所・保健センター
歯科衛生士 免許所有者 際に任期)1340円 8時間以内

栄養 士
62歳までの (検診等の 時間 保健センター
免許所有者 際に任用)1080円 8時間以内

保育士
60歳までの (必要時に 時間 市立保育園
資格所有者 任用) 970円 8時-17時15分

技能員 62歳までの方 13年1月~
時間 クリーンセンター・
980円 公園事務所

v市役所臨時職員職種・賃金等

d弱

廃
棄
物
基
本
問
題
調
査
会
か
ら
答
申

山
川
幻
川
、

山
時
点
品
物
法
本
川
旭

のふ、、

訓
任
会

(会
民

・
佐
々
木
川
崎
樹
さ

ん
)
か
ら
制
的
市
以
に
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
資
制
化
や
州
大
ゴ
ミ
の

μ別
収
集
と
布
料
化
な
ど
に
つ
い

て
終
巾
が
あ
り
ま
し
た
。
(写
真
)

川
訓
公
会
は
、

5
川
却
け
か
ら

3
州
の
訓
公
会
を
開
催
し
、
・孫
n棋

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

終
巾
は
、
容
総
包
袋
リ
サ
イ
ク

(3) 2000.12.1 

ル
法
の
完
全
施
行
に
作
い
存
協
包

川氏
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
資
制

化
す
る
こ
と
、
ま
た
州
大
ゴ
ミ
の

収
集
を
従
米
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
万

式
か
ら
.い
別
収
集
β
式
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
山
の
め
ぎ
す
資
制

加
卯
明
社
会
の
榊
築
を
進
め
て
い

く
内
特
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
川
の
終
山
中
に
あ
た
り
、
佐
々

木
会
民
は

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資

源
化
は
、
将
米
的
に
は
す
べ
て
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
対
匁
と
し
、
マ

テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
(
似
材
料

と
し
て
利
川
す
る
)
を
優
先
す
る

こ
と
で
、

.
般
山
崎
市
地
物
対
策
法
本

J
州
で
削
げ
て
い
る
資
制
術
環
明

村
会
に
近
づ
け
た
い
。
ま
た
、
組

L

人
ゴ
ミ
を

μ別
収
集
と
す
る
こ
と

で
、
山
川
齢
匹
引
や
附
山
川
将
へ
の
排
出

の
文
械
が
で
き
る
の
で
は
」
と
感

似
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

やめて
防止キャンペーンを実施

ボイ捨て

不法授棄は

幹
線
道
路
沿
い
や
住
セ
の
少

な
い
辺
路
な
ど
で
は
、
ポ
イ
抗

て
さ
れ
た
ん
ん
じ
き
カ
ン
ゃ
ん
ん
じ
き
ピ

ン
、
新
聞
紙
吟
が
け
い
仏
ち
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

川
辺
6
リヅ
線
北
側
の
利
制
川
遊

水
池
内
中山
火
砕
辺
川
川
一
で
、
山

川
は
け
に
不
法
投
来
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
引
い
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
本
市
と
柏
市

に
ま
た
が
る
民
地
で
、
交
通
n.叫

の
附
加
に
作
い
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ

体
制
て
や
不
法
投
衆
が
後
を
絶
た

な
い
こ
と
か
ら
、
昨
年
に
引
き

続
き
柏
市
、

設問怖
，y
-
柏
岡
触円

・
保
将
、
利
川
悦
ヒ
地
改
良
区
と
比
ハ

川
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
併
発
川

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、

ゴ
ミ
の
ポ
イ
抗
て
・
不
法
投
来

の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

併
さ
ん
も
、
ホ
イ
抗
て
や
不

法
投
出
品
を
し
な
い
よ
、
っ
、
お
願

い
し
ま
す
。

吃
月
4
日

か

ら

ね

日

ま

で

は

多

人

権

週

間

多

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

は
川
4

1
(川
)
か
ら
川
口
(日
)

ま
で
は
「
人
柿
辺
川
」
で
す
。

人
川
は
、
だ
れ
で
も
「
市
川
な

生
活
を
送
る
柿
利
」
を
引
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
柿
利
が
人
怖
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
柿
利
で
す
。

法
務
約
と
会
同
人
権
擁
必
安

μ

辿
A
H
会
で
は
、
人
怖
に
つ
い
て
寂

し
く

m附
し
、

相
手
の
い
比
助
を
与

え
た
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

人
柿
細
川
に
特
設
人
怖
相
談
ル
与
を

-rJ
、
」問
、し1
0

4τ
iv
ー司
副
ー可

こ
の
機
会
に
も
、
っ

一
位
、
人
柿

に
つ
い
て
与
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
権
週
間
強
調
事
項

*
考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
柿
わ
た

し
の
人
柿
:
・引
附
紀
に
つ
な
げ
よ

う
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

*心
外
性
の
地
位
を
い
い
川
め
よ
う

*
子
ど
も
の
人
柿
を
守
ろ
う

*
日
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
行

て
よ
う

牢
一
昨
山
札
口
の
あ
る
万
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
ょ
、
つ

牢
品
約
だ
別
を
な
く
そ
う

*
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
刈
す
る

m
m

を
深
め
よ
う

*
同
際
化
川
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

柿
ぷ
識
を
育
て
よ
う

(人
柿

・
民

肱
に
よ
る
訟
別
を
な
く
そ
う
)

*
H
I
V
感
染
者
等
に
対
す
る
侃

比
を
な
く
そ
、
っ

*
川
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

問
い
合
わ
せ

生
前
文
按
諜
社
会

係

官
(
町

)1
1
1
1
内
線
3
7
7

寺
支
え
を
目
み
え
升
を
羽
凡
え

4
、---p.
ノ
4
4
T、言、
F
J〈

!
i

納
入
椀
附
議
委

μ協
調
会
と
千

必
地
万
法
務
川
相
文
川
で
は
、
人

柿
辺
川
に
ち
な
ん
で
、

特
設
人
柿

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

人
柿
上
の
問
題
で
お
削
り
の
方

宝
く
じ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
を
受
け

湖
北
駅
・
布
佐
駅
前
に
花
壇

J

R
成
川
線
の
湖
北
駅
市
川
と

布
佐
駅
市
川
に
、
ー
く
じ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
引
業
の
助
成
を
受

け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
さ
ん

が
花
の
制作品
を
行
っ
て
い
ま
す
。

制
裁
は
、
が
と
秋
の
2
川
れ
わ

れ
、
駅
前
に
色
と
り
ど
り
の
ヰ
花

が
咲
き
そ
ろ
い
ま
し
た
。

湖
北
駅
で
は
、
洲
北
ム
門
中
学
校

の
生
徒
指
持
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

生
徒
、
先
生
、
保
川
崎
将
が
.
紺
に

な
り
、
ル
川
を
刷
、
ぇ
付
け
、
水
の
竹

刊
を
一
行
っ
て
い
ま
す
。
(写
真
上
)・

布
佐
似
で
は
、
「
恥
叩
杭
花
の
会
」

の
押
さ
ん
が
、
会

μ
の
家
で
利
子

か
ら
育
て
た
仰
な
ど
を
花
出
に
机

え
付
け
、
引
い
刈
り
な
ど
の
行
列
も

行
っ
て
い
ま
す
。
(写
真
下
)

問
い
合
わ
せ

公
附
紋
地
謀
総
化

般
進
係
官
(お
)
1
1
1
1

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

は

川

4
け
(川
)午
前
川
時

か
ら
F
灸
3
時

{代
川
燃
料
)

;

;

!

:

:

 

場
所

初
祉
総
合
相
談
室
(市
役

所
国
別
館
2
附
)

マンション問題
個別相談会

千
楽
地
点
裁
判
所
で
は
、

間
弘
法
判
所
の
民
事
手
続

き
に
つ
い
て
、
行
戸
と
フ

ァ
ク
ス
で
泌
別
す
る
、
「
足

切
手
続
き
案
内
サ
ー
ビ
ス
」

を
引
っ
て
い
ま
す
。

訴
松
下
就
き
や
川
刷
作
手

続
き
、
特
定
問
州
特
な
ど
に

つ
い
て
、
日
目
時
間
・
年
中

川
…
休
で
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
連

絡

先

包

囲

0
4
3

(2
2
5)
6
0
3
1
 弁護士・建築士がお答え

v市内の人権擁護委員
氏 名 住 所 電話

別府 孝子 船戸2の9の32 (84)2320 I 
表てる子 白山3の5の27 (85)03961 

鬼淳三郎 我孫子563の10 (82)2061 

杉山 清吉 湖北台5の5の21 (88)4655 

伊勢佳彦 布佐酉町54の4 (89)3414 

相
骸
内
容

い
じ
め
、
親
チ

・
夫

制

・
相
続
な
ど
の
家
出
川
組
、
川
川

地
・
仙
川
家
、
名
作
、
い
川
、
ぷ
別
、

い
や
が
ら
せ
な
ど
人
柿
ヒ
の
川
組

や
悩
み
引

相
験
員
人
榔
擁
護
妥

μ
(右
襲

参
照
)
、
法
務
防
職

μ

問
い
合
わ
せ
生
前
文
岡山
川
社
会

係
官
(お
)
1
1
1
1
内
線
3
7
7
、

ま
た
は
千
民
地
方
法
務
日
柏
文
町

宮
(
日

)
3
3
0
9

千
柴
山
川
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
竹

剛仕組
合
が
抱
え
る
維
持
竹
皿
、
迎

ソ
日
大
削
脱
政
修
綿
な
ど
に
附
す
る

間
組
に
、
山
ザ
門
の
弁
川
崎
卜ぃ・

辿
築

ト
じ
が
例
別
に
お
終
え
す
る
、
無
料

利
点
州
会
を
山
仙
し
ま
す
。

日
時
・

場
所

ロ

バ

ロ
U
(火
)
午

後
1
時
泊
分
か
ら
3
時
加
分
、
千

凪幽岨
E詞ff.臼~~lS

例
年
、
年
末
は
窓
口
が
非
常
に

出
雑
し
ま
す
。
登
記
の
中
川
や
登

記
簿
脈
本
な
ど
の
交
付
等
の
川
ボ

は
、
な
る
べ
く
い
め
に
拠
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
内
の
M
Y
務
が
終

f
す

る
口
刀
認
日
間
近
の
な
い
山山中間
は
、

年
内
に
処
則
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

い
め

の
巾
刊
州
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

千
葉
地
方
法
務
局

柏
支
M
E
(訂
)
3
3
0
9

一
社
県
民
相
談
室
訂
作
2
附
)

定

員

弁

護
士:・
先
必
4
入、

建
築
士
・
・
・
体んや
M
4
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾

泊
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
ま
い

附
似
セ
ン
タ
ー

宮
0
4
3
(2

2

3)
3
2
6
5
回
0
4
3

(2
2
5)
i
8
5
0
へ

が
ん
研
究
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

mm
歳
か
ら
切
歳
ま
で
の
健
康
な
女
性
の
方

凪
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
支

所
で
は
、
が
ん
研
究
に
協
均
し
て

い
た
だ
け
る
、
他
府
な
火
性
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
然
し
て
い
ま
す
。

内
科
は
、
が
ん
と
ス
ト
レ
ス
の

附
係
を
研
究
す
る
た
め
、
耐
按
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
を
小・レ
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
、
記
憶
に
凶
す
る
検
袋
、

間
U
切
な
創
部
M
R
I
(舷
般
討
共

川
町
州
像
)
撮
胞
で
す
。
ス
ト
レ
ス

検
作
と
M
R
I
の
結
果
は
、
参
考

ま
で
ご
本
人
に
お
伝
え
し
ま
す
。

所
安
時
川
は

3
時
間
で
す
。

募
集
対
象
羽
成
か
ら
見
成
ま
で

の
他
府
な
'K
性

※
ぷ
制
に
つ
い
て
は
、
同
収
が
ん

セ
ン
タ
ー
研
究
所
支
所
制
紳
脈
副

学
研
究
部

(柏
市
柏
の
一
応
)

宮

(
M
)
7
0
1
3
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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年
末

• 

年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り

ピ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
空
き
巣
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

年
末
年
始
は
、
気
ぜ
わ
し
さ
や

交
通
此
の
附
加
か
ら
交
通
叩
故
が

多
発
し
、
ひ
っ
た
く
り
ゃ
空
き
巣

な
ど
の
犯
出
も
附
加
し
ま
す
。

一
村
山
訟
で
は
、
ロ
月
日
日
(月
)
か

ら
1
月
3
け
(水
)ま
で
「
年
末
年

始
特
別
一
行
政
取
り
締
ま
り
」
を
尖

施
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
取
り

締
ま
り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。

安
全
に
明
る
い
新
年
を
迎
え
る

た
め
、
皆
さ
ん
も
犯
罪
の
被
告
や

市
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
ご
注
な

く
だ
さ
い
。

。
ピ
ッ
キ
ン
グ
犯
罪
が
急
増
中
・

狙
わ
れ
る
カ
ギ
を
使
っ
て
い
ま
せ

ん
か巾
内
で
は
、
判
殊
な
工
け一(を使

っ
て
、
カ
ギ
を
こ
じ
あ
け
る

「ピ

ツ
キ
ン
グ
」
に
よ
る
空
き
巣
の
被

引
が
急
附
し
て
い
ま
す
。

第1034号

市営住宅入居者募集
日秀住宅2戸小暮住宅2戸、

特
に
、
ア
パ

ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
に
被
告
が
集
中
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
泣
く
だ
さ
い
。

ピ
ッ
キ
ン
グ
の
被
害
を
防
ぐ
に
は

本
一
つ
の
ド
ア
に
錠
を
2
例
以
上

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

*
防
犯
性
の
向
い
錠
に
付
け
終
え

ま
し
ょ
、っ
。

*
窓
に
も
、
補
助
錠
を
付
け
ま
し

ょ、っ
。

問
い
合
わ
せ
我
孫
子
一
行
楽
器
包

(
位

)
0
1
1
0

千
葉
県
警
東
葛
地
区
少
年
セ
ン
タ
ー
開
設

日
月
1
日
に
、
千
梨
県
幹
の
取

山
地
区
少
年
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
街
到
に
お
け

る
柿
噂
、
犯
罪
の
被
告
に
あ
わ
れ

た
少
年
や
そ
の
家
肱
へ
の
支
援
を

は
じ
め
、
米
成
作
者
か
ら
の
相
談

(友
述
、
家
族
、
学
校
、
い
じ
め

な
ど
の
悩
み
)
、
保
護
者
等
か
ら

の
お
チ
さ
ん
の
非
行
に
つ
い
て
の

相
談
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の
人
府
者
を
、
次
の

と
お
り
必
終
し
ま
す
。

募
集
内
容

一
般
住
宅
4
戸

(下

表
参
照
)

入
居
資
格

①
市
内
抗
住

・
転
勤

の
トμ

②
机
宅
に
凶
崩
し
て
い
る

万

③
市
税
を
出
納
し
て
い
な
い

卜

H
@
川

M
ま
た
は
川
肘
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
い
刈

(収
身
者

は
却
段
以
卜
等
の
条
件
に
よ
り
入

肘
可
。
ぶ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
)

入
居
所
得
基
準

(平
均
月
額
)

。
一

般・
:
却
が
川
以
ド
日
齢
将
、

問
中
山
省
の
い
る
世
帯
・:
お
万
8
0

0
0リ
N
U
卜

申
込
書
配
布
・
受
け
付
け
期
限

ロ
川
竹
一H
(金
)

提
出
書
類

①
市
常
化
宅
入
肘
巾

込品川

①
市
川
刊
住
宅
人
川
訓
H
川

一ψ
入
同
将
〈
モ

μの
化
民
以

(外
同

人
の
場
合
は
、
外
側
人
目
立
緑
済
証

明代川
)

⑪

人
川
将
全
以
の
川
叫

を
説
明
す
る
品
川
口
組

(学
中
の
場
合
、

お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

所
在
地

柏
市
柏
5
の
8
の
刀

(柏
市
役
所
本
庁
合
節
2
分
室
)

相
談
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

米

山
地
区
少
年
セ
ン
タ
ー
E
(
位

)7

8
6
7
(平
日
の
午
前
8
時
却
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
)

※
千
葉
県
警
少
年
セ
ン
タ
ー
-
ヤ

ン
グ
テ
レ
ホ
ン

(川
話
相
談
)
宮

0
1
2
0
11
7
8
3
4
9
7
 

学
生
託
の
写
し
)

※
巾
込
者
の
状
況
に
よ
り
、
各
利

証
明
内
ル
マ
を
拠
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す

入
居
可
能
日

米
作
2
川
口
口

※
市
術
選
稀
は

1
年
川
、
ま
た
は
次

競争入札参加資格の申請を

11年度に申請された方、中間申請

された方も新たに申請を

F
え

3
ド

・
4
cι
比二
行
J
P

-
i

L
H
1
a
ノ
2

1
a
d
a
恥

ι
p
v
-t
J人

発
注
す
る
工
市
中
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
物
品
附
入
、
委
託
な
ど

同
の
器
集
ま
で
、
今
川
応
H

いが
し

た
住
宅
の
補
欠
将
と
し
て
笠
保

(今
回
申
し
込
み
を
し
た
同
地

の
み
)

問
い
合
わ
せ

施
設
辿
投
川
州
市

九
日
住
宅
和
宮
(部
)
i
l
l
-

25勢手数月額家賃所在地号室 交通など
2p 晶野山

2 D K 1 21，800円 537・1 I I JR常磐線
(6畳2問、 DK)I l _1 1・105号平成天王台駅

小暮 36，100円 3年から徒歩15分

3 D K 1 27，300円 (我孫子中学校裏)

(6畳2問、 l I 5・303号平成 ※有料駐車場
4.5畳、 DK)1 45，200円 4年あり

3K2P 10.' 100円日秀1321 1 JR成回線湖北駅

日秀 (6畳、4・5畳、 1 I 1・102号昭和から徒歩20分
3畳、 KT-116，800円 1・103ロ 46年 ※有料駐車場

可 なし

v市営住宅空家募集内容

※家賃は、所得により4段階になっています。

高齢者、障害者世格は基準額により、家賃が変わることがあります。

単身者は、小暮2DK、日秀3Kに申し込みできます。

の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
摂
さ

れ
る
引
業
者
の
方
は
、
次
の
と

お
り
「
競
争
入
札
参
加
資
栴

-w

t
t
申
前
件
」
を
松
山
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、
今
回
の
受
け
付
け
は

陥
年
受
付
の
初
年
度
の
た
め
、

日
年
度
に
松
山
さ
れ
た
方
、
中

川
巾
約
さ
れ
た
方
も
、
阿
佐
巾

約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
販
売
期
間
口
年
1
月

同
日
(水
)か
ら
1
月
引
臼
(
水
)

ま
で

(土

・
日
山
口
を
除
く
)

販
売
場
所

管
財
抑

(市
役
所

本
庁
2
階
)

販
売
価
格

1
m
1
0
0
0円

(消
世
税
を
合
む
)

申
請
方
法

郵
送
で
1
月
お
日

か
ら

2
刀
同
日
(
水

・
必
苅
)

ま
で
に
抜
係
子
郵
便
川

(川
憎

め
)
へ

問
い
合
わ
せ

行
財
政
契
約
係

官
(
部

)
3
0
0
0

新
た
な
気
持
ち
で学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

県
で
は
、
平
成
日
年
度
生
出
大

学
校
の
学
生
を
弘
集
し
ま
す
。

新
し
い
仲
川
と
、
新
た
な
気
持

ら
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

資
格

的
以
内
在
住
の

ω成
以
上

(昭
和
同
年
4
月
I
日
以
前
生
ま

れ
)
の
方
で
、
学
習
の
成
果
を
地

域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
、
社
会

参
加
に
意
欲
の
あ
る
方

学
園
所
在
地

①
東
山
飾
学
園
浅

川
台
校
舎
(
松
戸
市
上
矢
切
)
②

同
学
園
江
戸
川
台
校
舎

(流
山
市
.

英
一
以
)
③
京
葉
学
問
(
千
葉
市
)

科
目
・
定
員

(
①
③
③
は
学
凶

所
在
地
参
照
)

。

一
般
課
程

(通
学

・
2
年
制
)

*
相
祉
科
①
加
入
、
②

1
4
0人

牢
生
活
科
①
犯
人
、
②

ω人

*
凶
芸
科
①
刈
人

県
政
モ
司-司圃国国圃・・

タ
I
募
集

あ

な

た

の

意

見

を

県

政

に

千
葉
県
で
は
、
山
民
に
広
く
県

政
へ
の
参
加
を
求
め
、
いなけん

・
悦

-Uな
ど
を
組
織
的

・
縦
続
的
に
お

山
き
し
、
山
政
推
進
の
参
考
と
す

る
た
め
H

山
政
モ
ニ
タ
ー
制
収
H

を
設
け
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
県
政
に
凶
心
の

あ
る
々
は
、
ぜ
ひ
ご
泌
必
く
だ
さ

、
。-V 

応
募
資
格

4
月
以
降
も
引
き
続

き
以
内
に
川
住
予
定
の
渦
羽
成
以

卜
の
K
M

(
公
務

μ、
公
臓
の
ん
、

平
成
山
年
か
ら
ロ
年
度
県
政
モ

ニ

タ
ー
経
験
指
を
除
く
)

募
集
人
員

2
0
0人

任
期

l
年
間

(来
年
4
月
か
ら

同
年
3
月
ま
で
)

仕
事
の

内

容

*
県
政
に
刈
す
る

江
凡

・
促
一口
の
提
山

(随
時
)

本
ア
ン
ケ
ー
ト
勺
へ
の
川
答

*

モ
ニ
タ
ー
会
議

・
施
設
見
学
会
へ

の
参
加

(千
円
に
山
催
予
定
)

謝
礼

あ
り

(活
動
実
拙
に
よ
り

災
な
り
ま
す
)

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ

キ
に
町
付

竹
別
、

g
m(生年

月
日
)
、
郵
悦
砕
け
勺
、
住
所
、
小
山

訴
番
号
、
職
業
、
川
以
内
肘
住
年
数
、

必
集
を
何
で
知
っ
た
か
、
山
政
へ

の
山
心
下

(1
0
0学
科
皮
)
を

記
入
し
、
ー
ハ
初

H

(+
ぃ
・
消
印

有
効
)
ま
で
に
〒
2
7
1
18
5

6
0松
.
戸
市
小
根
本
7
点
必
飾
地

域
県
民
セ
ン
タ
ー
E
0
4
7
(3

6
5)
3
0
0
8
へ

*
陶
芸
科
②
お
人

。
通
信
課
程

(
2年
制
)

本
一制
社
生
活
科
③
5
0
0
人

※
い
ず
れ
の
科
目
も
応
説
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

入
学
金

・
授
業
料

無
料

(英
明

の
教
材
官
、
通
伝
説
程
の
テ
キ
ス

ト
送
料
な
ど
は
自
己
負
担
)

入
学
案
内
配
布
場
所

県
生
保
大

学
校
叩
務
局
、川以
来
お
飾
文
庁
社

会
机
社
説
、
市
役
所
介
護
支
援
部

※
郵
送
で
的
求
す
る
場
合
は
、
返

信
用
封
筒
(
角
2
サ
イ
ズ
に

1
4

0
円
切
手
を
貼
り
、
宛
先
を
明
記
)

を
同
封
の
う
え
、
県
生
波
大
学
校

耶
務
同
へ
巾
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

平
成

日
年
1
刈
5
H
(金
)
ま
で
に
一T
2

6
01
0
8
0
1千
山
梨
市
中
央
区

仁
戸
名
町
6
6
6
の
2
児
生
濫
大

学
校
一
下
務
局
宮

0
4
3
(2
6
6)

4
7
0
5
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

中央省庁が変わります
来年1月6日から、現行の1府22省庁を大く

くりに再編成し、 1府12省庁体制になります
牢内閣府を新設し、いわゆるf縦割り行政Jの弊害
を除き、内閣総理大臣の補佐機能を充実させますo

*各府省に副大臣や大臣政務官を設置し、政治

主導の政策決定を行いやすくします。

財団法人住宅金融普及協会50周年記念

住まいの体験談
作文募集

円
、
優
秀
立

(5
点
脱
皮
)
・:
各

5
万
円
、
入
賞

(
問
点
程
度
)
:・

各
1
万
円

。
小

・
中
学
生
の
部

応
募
資
格
小
・

中
学
生

応
募
テ
l
マ

自
分
の
れ
ら
し
の

小
で
感
じ
た
住
ま
い
の
夢
、
住
ま

い
へ
の
思
い
:・
こ
ん
な
家
に
住
み

た
い
、
う
ち
の
向
世
、
自
分
の
住

む
町
へ
の
思
い
、
現
在
の
住
宅
に

ば
い
た
い
こ
と
な
ど

応
募
条
件

4
0
0字
詰
め
以
杭

川
紙
3
枚
以
内

白

川
出
秀
立

(5
山
…
引
制
度
)
:・
凶

作
券
各
5
万
円
分
、
人
口

(日
山…

程
度
)
・:
図
作
券
各
1
万
円
分

審
査
方
法

緋
作

μに
よ
り
選
考

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

作
品

の
l
枚
目
の
余
白
に
部
川
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
(
小
中
学
生
は

学
校
名

・
学
年
も
別
記
)
、
性
別
、

屯
間
帯
分
を
明
記
し
、
ロ
バ

n
u

(金

・
消
印
訂
幼
)
ま
で
に
〒
1

1
2
1
0
0
1
4文
点
区
山

n
i

の
却
の

2
(
財
)
住
宅
金
融
作
及
協

会
珂
周
年
記
念
コ
ン
ク
ー
ル
事
務

日

告
0
3
(3
2
6
0)
7
3
4

6
へ

(応円
以
は

一
人
i
点
に
限
る
)

。

一
般
の
部

応
募
資
格

住
宅
の
新
築
、
肺
入
、

リ
フ
ォ
ー
ム
を
経
験
さ
れ
た
方

応
募
テ
l
マ

住
ま
い
に
凶
す
る

体
験
談
:・
思
似
の
住
ま
い
を
実
現

す
る
た
め
の
こ
だ
わ
り
、
工
夫
し

た
こ
と
、
背
労
話
、
失
敗
談
、
今

後
住
宅
を
収
符
し
よ
う
と
す
る
人

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
現
化
の
住
宅

で
気
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど

応
募
条
件

4
0
0字
詰
め
原
稿

川
紙
5
枚
以
内

世

以
催
秀
立

(1
山
…)
・:
却
が

内閣府

国家公安委員会

防衛庁

総務省

法務省

外務省

財務省

文部科学省

厚生労働省

農林水産省

経済産業省

国土交通省

環境省

中央省庁改革ホームページ
http://www.kantei.go.jp/jp/cyuo-syocho/ 

千
葉
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集

県
民
業
大
学
校
で
は
、
出
没
後

継
者
の
育
成
を

υ的
に
、
子
成
日

年
度
の
九
千
引
を
必
然
し
ま
す
。

募
集
人
員
見
学
科
:・
2
午
調
利

回
人

(抗
防
人
予
訴
を
合
む
)

※
i
年
生
は
全
寮
制

対
象
山
川
等
学
校
を
卒
業
の
ん

試
験
日

1
汀
白
川
(中小)

試
験
科
目

。
必
鋭
利
日

(阿
川川
、

剛山科
)
①
選
択
科
日

(数
学
、
災

話
、
現
代
社
会
、
従
業
以
一礎
の
4

科
向
か
ら
i
つ
を
還
択
)
③
而
接

-M円
5
日
(A
K
)

願
品川凶
受
付
期
間

か
ら
ゆ
U
(令
)
ま
で

受
験
料

・
入
学
金

い燃料

※
山
願
川
知
等
ぶ
し
く
は
、
山
山
山

田

武

η
4

業
大
学
校

(点
令
市
栄
之
一子
)
官

0
4
7
5
(兄
)5
1
2
2
へ



第1034号

グ
住
宅
難
4

の
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を

巣
箱
教
室
の
参
加
者
を
募
集

県
知
を
作
っ
て
、
家
の
近
く
に

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

ス
ズ
メ
や
ム
ク
ド
リ
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
な
ど
は
、
も
と
も
と
本
の

川

(
木
に
山
い
た
穴
)
に
巣
を
作

る
ぬ
で
す
が
、
家
の
か
わ
ら
の
す

き
川
や
戸
袋
で
子
育
て
し
て
い
る

姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
ら

の

μは
巣
箱
を
よ
く
利
則
し
ま
す
。

一ー、=~ d身(5) 2000.12.1 

。 1) サイクル教室~局⑫8創部、z扇

こ
の
故
山
ーで
は
、
受
が
か
わ
い

ら
し
く
、
予
行
て
の
制
・
対
が
し
や

す
い
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
瓜
和
を
作

?、

L
n〉
ρ
・7
n
こ
』yv
見
守
.
J

V
a
川
河
市
I
T
O

泊

L
4
u
f
ペ
官
.乙
ノ

法
に
つ
い
て
も
勉
強
し
ま
す
。
ご

家
放
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

は
月
9
日
(
土
)
午
後
1
時

加
分
か
ら
4
時

場

所

心

の
昨
物
館

対
象

市
内
在
住
の
小
学
校
3
年

生
以
上
の
万

(
2年
生
以
下
の
方

は
保
直
者
川
作
で
可
)

定
員

先
心
却
人

参
加
費

6
0
0川

(材
料
代
)

持
参

か
な
づ
ち
、

プ
ラ
ス
の
ド

ラ
イ
バ
ー、

キ
リ
、
市
平
、
民
和

を
持
ち
似
る
た
め
の
大
き
な
袋

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

泣
請

で
刈
の
同
物
郎
官
(お
)
2
2
1
2

へ

市民コンサート・冬休み子ども劇場にあわせて

我孫子の鳥の写真と

jトドカーピンヴ作品を展示

申し込み ・問い合わせ…電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5時までに、ふれ
あい工房運営協議会ft(86)5500ヘ(いずれも定員になり次第締め切り。キャンセjレ
の場合は必ずご連絡ください)
。家具のリフォーム・リペアー相談 毎週土曜日午後 1時から4時
。木工リサイクルアドバイザー 毎日午前10時から午後5時(月曜日を除<)
Oおもちゃの病院 毎週日曜日午後1時から午後5時
。おしゃれリフォームアドバイザー 毎週水・木曜日午前10時から午後3時

ふれあい工房は‘ 12月29日(金)から来年1月4日(木)まで休館となり
ます。また、 12月26日(火)の午後は、年末大掃除のため施設は使用で

きませんのでご了承ください。

お願い…駐車スペースが少ないため、車での来場はご遠慮ください。
不要の大工道具 (カンナ、ノコギリ、のみ、かなづちなど)をご寄付ください。

は
刀
旧
日
(日
)
に
山
川
附
さ
れ

る
我
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
と
、

は
刀
M
H
(
日
)
に
山
川
附
さ
れ
る

冬
休
み
子
ど
も
劇
場
に
あ
わ
せ

て
、
会
場
と
な
る
市
民
会
館
に

μの
写
川
(
パ
ネ
ル
と
パ

l
ド
カ

l
ピ
ン
グ
作
品
な
ど
を
以
示
し

Z
司

-
o

J3.4ヲ手
口
問
の
周
辺
に
一
村
ら
す
心

た
ち
の
椋
子
や
、
子
ど
も
た
ち

の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

烏
の
博
物
館
パ

ネ
ル
:
・
ロ
月
川
日
(
日
)
、
バ

ー

ド
カ
l
ビ
ン
グ
作
品
・
:
ロ
刀
川

日
(
H
)か
ら
M
円
(
日
)、

い
ず

れ
も
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

(川町
一不
の
制
作
~
は
慨
判
)

場

所

市

民

話

※
パ

l
ド
カ
l
ピ
ン
グ
は
、

8

川
の

「
手
幻
れ
探
検
隊
」
に
参

加
し
た
チ
ど
も
た
ち
の
作
品
。

問
い
合
わ
せ

救
行
委

μ会
文

化
訓
告
(部
)
1
i
5
1

〆

フラザコンヲート

~がJ・'IJ;悶:ト

き
わ
や
か
ち
ば

県
民
プ
ラ
ザ

管室
楽室
器 り
講事
習Z
.bざ
Zヰ す

を安
開
催

政
育
委

μ会
で
は
、
山
川
山
の
押

さ
ん
の
行
楽
文
化
の
向
L
し
ゃ
ん
じ

Mm

Aγ

刊
の
.
助
と
な
る
よ
う
、
竹
山
ボ

協
な
ど
の

m
w会
を
行
い
ま
す
。

こ
の

mm川
会
は
、
市
内
小

・
小

学
校
の
吹
奏
楽
担
当
の
先
生
方
で

作
ら
れ
た
「
我
孫
子
竹
山
市
研
究
会
」

が
、
こ
れ
ま
で
小

・
中
学
生
を
対

象
に
開
催
し
て
き
た
も
の
。
今
回

は
、
広
く

一
般
の
方
に
行
楽
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
附
他
し

ま
す
。

開
講
す
る
袋
持
を
お
持
ち
で
、

地
味
と
し
て
い
出
炎
技
能
の
向
ヒ
を

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
気
般
に
汗

裂
を
裂
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
の
治
手
出
タ
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
仙
し
て
い
ま
す
。

今
川
は
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ジ
ャ

ズ
出
炎
と
、
必
し
い
歌
山
が
利
く

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
制
が
則
持
さ
れ

る
出
μ
背
中
米
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

く
つ
ろ
い
だ
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

断
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
判
航

し
た
い
と
身
え
て
い
る
万
は
ぜ
ひ

お
中
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
・:
I
川
引
日
(日
)

フ
ル
ー
ト
・
:
2
川
お
円
(
円
)
、
い

ず
れ
も
①
午
後
1
時
か
ら
2
時
加

分
②
午
後
3
時
か
ら
4
時
泊
分

場
所

湖
北
地
区
公
民
館

対
象

開
講
す
る
楽
器
を
お
持
ち

で
、
市
内
に
在
住
し
て
い
る
山
校

生
以
上
の
方

(
た
だ
し
、
対
象
淡

路
を
時
攻
し
て
い
る
学
生

・
生
徒

は
応
必
で
き
ま
せ
ん
)

定
日

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
叩
人
、
コ

ン
ト
ラ
バ
ス

2
人
、
フ
ル
ー
ト
却

人

(
い
ず
れ
も
山
中
し
込
み
先
泊
川
)

受
講
料

慨
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾
ぷ

で
は
川
お
日
(
川
)
ま
で
に
故
山
川
委

μ会
文
化
訓
告
(
お
)
1
1
5
1

へ

日
時

ロ

刀
9
H
(上
)
午
後
4

時
却
分
間
前
(
入
場
い
燃
料
)

場
所

市
民
プ
ラ
ザ

出
演
者
・
曲
目

。
乳
井
桁
子

(
ピ
ア
ノ
)
:・
愛

の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

。
小
州
め
ぐ
み
(
ボ
ー
カ
ル
)

&
飯
塚
功

(ピ
ア
ノ
)
・:
S
i

l
e
n

t

n
i
g
h
t
 

問
い
合
わ
せ

市
民
プ
ラ
ザ
宮

(幻

)
2
1
1
1

自
立
の
た
め
の
家
事
講
座

ふ
だ
ん
家
が
を
し
て
い
な
い
成

人
見
性
を
付
加
五
に
、
山
承
下
の
地
本

的
な
知
訓
の
則
川
作
と
尖
刊
を
行
い

ま
す
。

日
程

・
場
所

市
「
成
日
係

i
川
同

け
か
ら

2
川
お
け
ま
で
の
け
附
H

(
令

5
附
)
、
き
わ
や
か
ち
ば
山

民
プ
ラ
ザ
料
則
山
南
ほ
か

対
象
・
定
民

家
引
を
あ
ま
り
行

っ
て
い
な
い
成
人
男
子
、
初
人

(
泌
必
v引
多
放
の
場
合
は
州
選
)

費
用

%
伐
と
し
て
之
O
0
0円

陀
交
1
1
 

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

11: 
fU 

ハ
ガ
キ
に
必
一
地
名
、
陀
所
、
氏
名
、

年
齢
、
活
下
川
併
ひ
を
川
紀
し
、
は

川
円

H
(け
・
必
将
)
ま
で
に
一T

2
7
7
1
0
8
8
2柏
山
相
の
民

4
の

3
の
ー
さ
わ
や
か
ち
ぱ
山
民

プ
ラ
ザ
唄
淀
川
州
宮
(柑
}8
6
1
5

へ

組そよかぜ号仰日程(荒天中止)
程日日 場 所 時間{午後)

湖北地区公民館 1:20-1:50 

水
6 
中峠出回谷公園 2:10-2:40 
20 
柴崎 台 4号公 園 3:00-4:00 

木
7 身体障害者福祉センヲー 2:00-2:45 

21 新木北公園 3:00-4:00 

金
8 久寺家あけぼの公園 2:00-2:45 

22 つくし野4号公園東側入口 3:00-4:00 

二洋電機社宅入口 1:30-2:15 

水
13 
カクフイ家具駐車場 2:30-3・00
27 
台田池尻公図 3:20-4:00 

木14 
天王台東児童公園 2:00-2:50 

浅野谷 3号公園 3:10-4:00 

金15 
根戸近隣センター 2:00-2:40 

つくし野4号公園東側入口 3・00-4:00

分館布佐 4飴ヰ湖士、場
所

2霊2童
ー-.
山写
作あ真

し、~

σ) ~ ロロロ
池55
L_  

11し身 12膏

月て{障害本ZE 1，.;5¥，、

五)fi5 玉目 喜 イ学
1人 1夫 者

ま叫皆のセ
平成 ( . 
1年3湖 展1年3さン
1 北台 刀Z1んタ 期

月 | 月 )
間? t: 14 日』 日

旦書 日

市民プラサヰ‘ャラリー

2 大第 寺油
1第4市制。

手根IJ4回6 田絵。 義 2 団施
催。美 元人 絵行

日 術 -展 画30し
本
協Aコb=』
掛
展・年周 名画 JlI 

展 展 正 後期記念
ご，4ロa‘ 

12 12 12 12 12 12 12 12 日/~/ /~/ /~/ /-/ 
程26 22 20 15 13 8 6 2 

五圭目1) 2015 全日1)τー 午前 白6午百百
日 日日 日 ，;1: 10 時は 10 はは10 は10 

午後時I 午後午後宇' z? z時31 
12  412 12 3時ゆ午後 間
時 6 時時 6時 6 分 7
か時 まか時 か時 ま時
b でら り で

) 

近日 日大 寺寺 主
藤本
暮宮利根 回目 催

包画 宮義
(ク (美

85冗
. 

8』2'Jレ 間
。掛 85・し、

7プ 4jll £ロ』

;95 
4 6正 わ8 3:.i: 

せItl 

。
市
民
図
密
館

。
湖
北
台
分
館

。
布
佐
分
館

。
移
動
図
密
館

公
(
制

)1
1
1
0

8
(肝

)
3
0
5
5

公
(
回

)1
3
1
1

8
(釘
)
0
9
0
9

教室名 開催日時 募集人数 参加費 持参するもの

布あそび教室(お花の
8日(金)10:00~15:00 5人 300円

色柄遣いの布2枚(2加n

ブローチ作り) x20an)‘裁縫道具

リフォーム・リペア一議
10日l日)13 :00~15 :00 10人 無料 なし

習会(障子と模の張り替え)

糸のこ教室(マガジン 13日(水)、15日(金)
各自5人 300円 なし

ラック作り) 10 : OO~ 12 : 30 

トールペイント教室
16日(土)1O :00~12:00 10人 500円

トールペイン卜用丸筆

(リサイクル品への色付け) :¥jZ筆‘色付けするもの

牛乳パックでハガキ 16日(土)10:00~12:00 5人 300円
パスタオルまたはタオ

作り教室 (毎月第3土曜日) jレ2枚 |

vおはなし会
場所 日 時

市民会館 7日(木)
第4会議室 16: 00-16: 30 

布佐分館 14日(木)
おはなしのへや 16 :00-16: 30 

湖北台分館 8日(金)
児童容フロア 16: 00-16: 20 
※対象…4歳から 9歳までの方

』
司
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入場
無料

-?
と
ぷ
占

j
つ
仁
リ
こ
、

rr也

ι〉
ト
ペ

j
σ
'
q
L
A
j
'
V
0
3
 

泊
線
路
沿
い
の
泊
端
で
、

つ
る
を

仲
ば
し
て
.
州
に
広
が

っ
た
ア
レ

チ
ウ
リ
を
H
んか
け
ま
し
た
。
ア
レ

チ
ウ
リ
は
北
ア
メ
リ
カ
似
慌
の
.

年
収
で
、
法
れ
地
に
仇
え
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
市
は
附
利
4

-

ト
ヒ
年
に
仰

阿
川
川
市
水
浴
で
は
じ
め
て
見
つ
か

っ
て
以
米
、
名
地
に
広
が
っ
た
と

アレチゥυ
(うり科)

い
わ
れ
ま
す
。
然
は
大
き
く
、
九

み
の
あ
る
バ
角
形
で
、
必
の
つ
け

ね
か
ら
花
拙
や
巻
き
ひ
げ
を
仰
ば

し
ま
す
。
花
則
は
以
か
ら
秋
に
か

的
す

け
て
で
、
川
じ
つ
る
か
ら
雌
の
花

お

t

似
と
雌
の
北
川
相
を
別
々
に
山
し
ま

す
。

-U
ぱ
な

花
は
此
円
色
で
、
雄
花
の
山
任

時
ば
な

は
お
よ
そ

一
セ
ン
チ
、
雌
花
は
江

ミ
リ
ほ
ど
で
、
虫
眼
鏡
で
の
ぞ
く

お

が

勺

ち

守

〈

と
、
雄
し
べ
が
介
お
し
て
い
る
こ

的

と
や
雌
し
べ
の
先
が
一三
つ
に
分
か

れ
て
い
る
純
子
が
分
か
り
ま
す
。

川市
突
は
H
K
卵
形
で
、
川
り
に
秋
ち

と
げ

や
州
が
掛川生
し
て
い
ま
す
。

刺
は
あ
っ
て
も
然
災
は
軟
ら
か

く
、
川
っ
て
み
る
と
、

M
J
rで
大

き
な
カ
ボ
チ
ャ
の
柿
子
に
似
た
利

子
が
.
例
だ
け
入

っ
て
い
ま
し
た
。

(
ん

X
-
v
d(
佐
久
間
俊
行
)



(6) 2000.12.1 一-、=をお言民第1034号

抱
月
3
日
か
ら
9
固
ま
で

障

害

者

障
害
者
週
間

記
念
講
演
会

附
持
者
迎
川
に
ち
な
ん
で
、

身
体
附
引
か
引
制
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
排
出
会
を
山
似
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
ロ
月
8
日
(
金
)

午
後
1
時
泊
分
か
ら
3
時
、
身

体
障
答
者
稿
祉
セ
ン
タ
ー

一ア

l
マ

「ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
(
視
覚
障
害
)
と
む
か
い
あ

っ
て
は
年」
Slu--a
q
h"'
 

諦
師

石
山
勝
利
さ
ん

定
員

先
府
河
人

参
加
貨

燃
料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

屯

加
で
身
体
附
仰
い
也
伺
祉
セ
ン
タ

ー
宮
(郎

)
0
1
4
1
へ

※
当
U
は
、
湖
北
駅
北
円
か
ら

倣
…
料
送
迎

4
(午
後

i
時
発
)

を
巡
行
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

週

定
員

年
川
1
0
0人

参
加
既

知
判

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

フ

ァ
ク
ス
か
住
抱
ハ
ガ
キ
に

「附

告
柿
祉
訓
雌
受
加
希
ω日
」
、
住

所
、
氏
名
、
屯
間
帯
号
、
返
信

先
を
明
記
し
、
は
月
日
日
(
月
)

ま
で
に
一T
2
7
1
18
5
6
0

松
戸
市
小
根
本
7
東
葛
飾
支
庁

社
会
初
祉
総
宮

0
4
7
(3
6

1
)
4
0
7
7
回

0
4
7
(3

6
1
)
2
1
3
7
へ

※
駐
昨
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
な
る
べ
く
氾
点
却
を
ご

利
川
く
だ
さ
い

間

才
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

日
時
・
場
所
ロ
バ
叩
日
(
日
)

正
午
か
ら
午
後
4
時
、
サ
ン
ロ

ー
ド
沖
旧
沼

(京
成
山
旧
沼
駅

ピ
ル
)

内
容

記
念
講
演
会
、
ス
ト
l

マ
別
相
談
会
、
制
装
丸
山
出
示
相

談
会
対
象

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の

家
政
、
院
協
従
呪
者

参
加
胤
賀
川
燃
料

問
い
合
わ
せ

(社
)
U本
オ
ス

ト
ミ
1
協
会
千
然
叫
支
部
官
0

4
7
(
4
5
2
)
6
4
3
3
 

(川

・
火

・余
附
日
に
限
る
)

東
葛
飾
地
域
障
害
福
祉
講
座

視
覚
障
審
者
の
社
会
拳
加
と

盲
導
犬
の
役
割

日
時

は

川

却
円
(
水
)
午
後
1

時
却
分
か
ら
4
時

場
所

メ
デ
ィ
ア
パ

l
ク
市
川

(市
川
市
丸
山
1
の
1
の
4
)

講
師

約
川
功
4

さ
ん

(財
川

法
人
日
本
官
時
犬
協
会
)
、
行

採
れ
人
利
川
狩

抱
月

9
日
は
障
害
者
の
日

日曜祝日に病気・歯痛になったら

休日診療所ヘ

受付時間
午前9時から11時30分

内科・小児科…
午後 1時から 4時30分

歯科 …午前9時から11時30分
持 参健康保険証と診療費

電話番号(87)7020(診療時間内のみ)
12月の二次救急病院(休日・夜間当番病院)

日 | 病院名 |電 話

3目、23日|我孫子聖仁会病院188・3111

10日、30日|我孫子つくし野病院184・2211

17日 |我孫子東邦病院182・8166

124日、29日17ピコ外科整形外科病院 184・7321

31日 l平和台病院189・1111

柏保健所の年末年始の業務案内
12月29日(金)から来年1月3日(水)まで閉庁です。
一般健康相談等の受付日l;t以下のとおりです。

I頁 目 年末 年始

一般健康相談 1結122果月月20 日(水}l主 1月17自体}
27日(水}

事業所検診 1結122果月月13 日(水}t主 1月10日(水}
(予約制) 27日{水)

12月は2日11(木日3年(}木1) 
水質検査

必須項目 結果 1月15日(月}
月4

(予約制) 1結2果月12 日(火)
全項目 (;1. 1月9日{火)
12月26日(火}

腸 内細菌検査 1給月2采月412日151(木日3年(}月1 } 1月11日(木}

1結122果月月19 日(火}エ イズ相談 ・検査 t主 1月16自(火)
28日{木)

飼えなくな保飽所 12月21日(木)

った犬 ・諦り厨lセ物愛タ護ー 12月27日(水)
1月4日{木)

の引き取 ン

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票
の

更
新
の
手
続
き
を
行
い
ま
す

日
時

平
成
日
年
1
月
初
日
(
金
)
、

2
バ
お

H
(金)、

3
刀
幻
円
(
会
)
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
叩
分
か
ら
正

午
、
午
後
1
時
か
ら
4
時

場
所
保
他
セ
ン
タ
ー

持
参

事
前
に
お
波
し
し
た
必
災

件
如
、
特
定
・説
忠
医
療
受
給
者
以

(
当
日
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
品
川
U
制
の
不

備
や
記
載
も
れ
等
の
な
い
よ
う
に

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
)

※
宏
一火
事
項
や
相
談
の
あ
る
方
、

小
児
悦
性
特
定
疾
忠
医
披
露
券

の
継
続
中
山
は
、
柏
保
他
所
の
み

の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

相
似
他
所
疾
州
対

策
謀
宮
(訂
)1
2
5
5

医
療
に
従
事
す
る
方
は

届
け
出
を

は
川
末
U
現
伝
で
、
次
の
資
棉

を
有
す
る
万
は
平
成
日
年
1
対
日

日
(
月
)
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

資
格
名

医
師
、
歯
科
医
師
、
来

剤
仰
、
保
他
州
、
助
陀
州
、
石
直

州

(
士
)
、
准
ポ
府
議
い州

(じ
)
、
前

科
術
生
士

・
前
科
技
工
十
.

用
紙
の
開
求

・
届
け
出
先

・
問
い

合

わ

せ

柏

保
他
所
総
務

m
g

(訂

)1
2
5
5

※
医
師
、
前
科
医
師
、
楽
剤
師
に

つ
い
て
は
、
現
花
勤
務
さ
れ
て
い

な
く
て
も
周
け
山
て
く
だ
さ
い

12月の各種健診と健康教室
保健e ンター 湖北台1の12の16

健
康
メ
モ
@

ル
ザ
.
括
判
伯
州
と
い
う
・J
泌
を

-A

に
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん

か
?
民
州
の
発
出
や
附
必
に
は
州

似
体
や
布
引
一
日物
質
な
ど
の
外
部
卯

岐
川
ry
や
辿
一
知
的
災
訟
と
と
も
に
、

食
叩
、
辺
町
、
休
誕
、
明
倒
、
飲

梢
な
ど
の
生
活
判
悦
も
深
い
凶
わ

り
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

従
来
は
成
人
州
を
早
期
発
見

・

早
期
治
療
す
る
た
め
他
診
を
中
心

と
し
た
「
一一
次
予
防
」
や
、
す
で

に
発
州
し
て
し
ま
っ
た
方
の
治
山
町
、

機
能
同
復
維
持
、
円
発
予
防
を
行

う
「
二
次
予
防
」
に
市
J
h
n

…
が
お
か

れ
ま
し
た
が
、

訓
花
で
は
、

一
人

ひ
と
り
が
ぶ
体
的
に
以
好
な
生
前

習
慣
を
附
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

他
府
を
附
進
し
党
州
や
進
行
を
-
U
J

附
す
る

ご

次
予
防
」
が
市
悦
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

米
凶
で
は
却
年
以
上
前
に
ブ
レ

法
則
で
は
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
、
ジ

一

ヨ
ギ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
訂
限
必
辺

一

助
が
体
脂
肪
を
減
ら
し
動
脈
脱
化

一

予
防
に
幼
川
市
的
で
す
が
、

中
山
年

一

の
方
に
は
、
議
の
少
な
い
ウ
ォ

一

l
キ
ン
グ
が
枇
適
で
す
。
短
時
川

↑

ず
つ
で
紡
併
で
す
か
ら
息
が
少
し

一

昨
む
税
皮
の
ス
ピ
ー
ド
で
1
日
1
一

万
歩
を
目
標
に
歩
い
て
く
だ
さ
い
。
一

他
山
の
た
め
の
運
動
で
他
肢
を

一

組
ね
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。一

継
続
も
大
事
で
す
が
、
体
刊
州
が
忠

一

い
時
に
は
休
後
も
必
裂
で
す
。
防

↑

州
市
に
十
分
注
意
し
、
時
間
も
雌謀一

一

の
い
叩
よ
り
品
を
出
び
、
州市
側

一

辺
助
の
後
、
ゆ
っ
く
り
ベ
l
ス
で

↑

始
め
ま
し
ょ
う
。
楽
し
む
こ
と
が

一

何
よ
り
の
祁
け
つ
で
す
。

初
め
て

一

の
辺
を
歩
き
、

川
や
わ
ぬ
新
党
比
に

一

川
会
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

↑

問
い
合

わ

せ

技
孫
チ
市
医
師
会

一

宮
(
綿

)
5
5
2
5

一一H
諮
り
ま
す
H

~
有

料

で

*
サ
ン
ド
パ

γ
グ
、
サ

一
ン
ド
バ
ッ
グ
ス
タ
ン
ド
、
ス
ポ
l

一
ツ
川
マ
ッ
ト
レ
ス
、

パ
ワ
l
ロ
1

一
プ
、

立

の

パ
l
ベ
ル
l
例

〈
日

↑
地

雷
(
部

)
9
3
7
1〉

一
無

料

で

牢

ワ
ー
プ
ロ

(
N
E
C

一
文
豪
)〈
小

ZU(印
)
8
2
4
4
v

~
H
譲
っ
て
く
だ
さ
い
H

師
走
の
生
活
習
慣
病
予
防

ス
ロ
l
救
般
が
①
適
正
な
時
限
川

川
②
政
雌
し
な
い

m
y岨
正
体
爪
維

持
@
過
度
の
飲
州
を
し
な
い

φ
μ

則
的
な
辺
助
⑤
制
食
を
何
H
と
る

⑦
川
食
し
な
い
と
い
う
7
つ
の

他
山
判
的
を
舵
削
し
、
大
飢
校
訓

指
で
訂
川
性
が
立
証
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
①
内
臓
に
脂
肪
が

つ
い
た
肥
満
②
拙
尿
病
③
山
町
胤

症
@
日
出
圧
な
ど
が
同
時
に
多
く

存
在
す
る
ほ
ど
、
狭
心
症
、
心
筋

挺
進
、
脳
卒
中
な
ど
動
脈
硬
化
に

基
づ
く
病
気
の
危
険
性
が
加
辿
位

的
に
附
す
こ
と
が
わ
か
り
、

内
臓

脂
肪
提
供
昨
、

X
-
M似
昨
、
死
の

凶
市
炎
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
日
か
ら
削
h
A
。
ご
ち
そ
う
を

食
べ
る
機
会
も
明
え
ま
す
が
、
食

べ
過
ぎ
、
川
食
、
夜
起
い
食
引
を

避
け
て
肥
渦
を
予
防
し
、
動
物
性

脂
肪
ゃ
い
地
分
も
と
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

項 目 期日 時 間 文サ 象 内 容(その他)

1日
ト 2回目…妊娠 妊娠中・産後の生活、栄養、歯科

母親学 級 受付
20-27週の妊婦 衛生、赤ちゃんふれあい体験

(3回目，;t.両親学級)
88 9・00-9:15 3回目…卜2固 持参…母子健康手帳、筆記用具、

15日 目参加の妊婦と父 パスタオル(1日)、歯ブラシ(8日}
親になる方、家族 *電信で予約

4カ月児相談 5目、12日 受付 平成12年7月生まれ 身体計測、栄養・歯科・育児網該など
19日 9:10-9:55 (M!歳児に通知) 1寺参…母子健康手帳、パス空オルなど

育児 相 談 20日 受付
乳幼児の育児につ 身体測定、栄養・歯科・育児相談

9:15-9・55いて相談のある方 持参・・・母子健康手帳

小児ポマヒ生ワクチン 5日 受付
5日…平成12年9月19日以前に1回目を投与した方

( リオ)投与 13・15-14:1512日・平成12年6月生まれで1回目を受ける方
12日 持参…骨子健康手帳、予鯵察(予防接種ノー トに添付)

1麗6カ月児健康診査 7目、14日 受付 平成11年5月生まれ 持参ブ…母子健康手帳、健診察、
9:15-10:00 (対象児に通知) 歯ラシ (親と子の27.ド)

2車8カ月児歯科健診
受付 平成10年4月生まれ 希E謀者には、フッ化物塗布をします

21日 9:15-10・30(対象児に通知) 待参…母子健康手帳、歯ブラシ (貌
と子の2本)、 コップ、タオル

3歳児健康診査 7目、14日
安付 平成9年5月生まれ 持参…母子健康手帳、健診察、歯ブ
12:45-13:30 (対象児に通知) ラシ(銀子)、コップ、尿、アンケー ト

離乳食教 室 21日 受付 乳児を持つE母親 簡単にできる離乳食のっくり方、民9・30-10:00 食 *電話で予約 (先翁20人)

肩こり・腰痛教室 21 51 目日、、18 日 受付
JFiこり腰痛予防の体娘、栄養の話、歯の話など

13・00-13・30持参…健康手帳、体操のできる服装
栄 聾 相 き司J式ヒ 随時 電話で予約 指導を受けたい方 カロリーチェック、献立ア ドバイス

酒 霊E2Z 相 談 1日 13・30-15:00アルコール問lHiを グループミ ーティング
アルコール家族教室 8日 抱えた本人、家族 お気軽にご相談ください

心の健康クラブ 1B日 14:00-16・0。精神障害者を持つ グループミーティング
家族 お気軽にご参加ください

宮(87)1131

※骸当者で個人i通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

拍保健所

未熟児等発達相談 21日 受付 発達の遅れが心配 医師・4目駁良・保健婦等による栂該指導
13:00-14:00 な1緩までの子 *通知者以外(;t電路で予約(!自滅指i!J課)

察 宮周町
相

~民.，. 21日 受付 登形外科的に心配 鐙形外科医の診察、保健婦の相談・
13・00-14:00な18歳未満の子 t旨連事 持参…E母子健康手帳

アルコール悩みごと掴護 4目、18日 14:00-16:00 
アルコール問題を 医師・相談員・保健婦等による相該
抱えた本人、家族 *専門医の相援l正予約が必要

心の健康相 談
1目、8日 14・00-16:00精神病、精神神経 医師・4目滋員・保健錫等による4目該
15日、22日 症で悩んでいる方 *曜E託医の4目訟は予約が必要

柏市柏25 5 (国道6号呼塚交差点付近)包(67)1255

俳句
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは

毎月 5日 (必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先 干270・1192我孫子1858市役所広報室

短瓢
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亦
の
ま
ま
欠
陥
に
旅
を
つ
づ
け
を
り

争・‘，

r

大
川叫
に
秋
川
飢
柿
た
ふ
れ
グ
州
か
な

あ
た

円
の
出
る
山
ゆ
ず
ら
る
、
小
わ
ゆ
か
な

よ
そ

ね

と

粧
へ
る
山
を
引
き
得
せ
ビ
デ
オ
仰
る

削
悩
の
敵
太
刀
で
断
つ
弘
、
隣

あ
さ
り

月
に
川町
く
戊
酬
や
榔
を
恋
う
ご
と
く

立
冬
や
花
の
カ

ッ
プ
に
ダ
l
ジ
リ
ン

ぽ
ゐ
」
eq
，
b
み

じ

し

ん

ち

ん

党
錨
の
紅
葉
口
く
深
沈
と
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句'"

凶
児
釆
せ
ひ
く
リ
ヤ
カ
ー
や
秋
郎

つ

わ

旧
も
州
も

一
段
落
し
石
路
咲
け
り
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dh
w
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筑
紫
路
の
秋
附
や
お
米
が

L
〈
れ

刑
助
の
灯
時
刷
に
仏
]
を
深
め
け
り

松
州

f
仰

今

ル

山

火

山

n

恕

川
L
L

進
也

渋
芥
多
佑
チ

松

浦

由

件

噌
谷
千
仙
子

育

山

陽

子

谷

口

正

英

新

制

孝

女

山
口
伊
代
子

J
r
N
晴
利
雌

竹内山本寛太選

丁
山
中
に
花
嫁
の
ベ
ー
ル
ヒ
ぐ
る
削
や
ん
ち
ゃ
抗
ド
.の

同
胞

伐

し

ゐ

て

木

ド

明

チ

。

れ
き
け
に
赴
任
の
時
を
過
し
た
る
お
榊
の
榔
に
芯
か
れ

ゆ
く

H
々

刻

m
利
夫

ち
町
ぼ
ぽ

い
つ
か
ら
か
爺
後
と
呼
ぱ
る
る
こ
と
に
さ
へ
系
山
に

特
ふ
る
-
一人

と

な

り

ぬ

小

林

山

江
、
、ん
も
く
せ
い

廿
限
っ
ぱ
い
存
り
た
だ
よ
ふ
庭
先
に
金
木
以
の
花
こ

ぼ
れ
け
り

F
m
文
子

f
ヲ
し
ん

総
身
に
光
を
ま
と
ひ
木
は
の
芥
を
肱
つ
と
さ
ほ
近
く

叫
ん

ゆ

打

川

和

チ

問
凶
の
札
所
め
ぐ
り
に
発
ち
し
Jr
の
旅
先
議
ず
大
雨

な
る
に

奥

州
必
江

h
"

““，
勺

法
師
川を
過
ぎ
た
る
円
九
日等
ク
ラ
ス
会
父
亡
き
り
亡
き
mu

mり
A
H
ふ

山

木

正

子

身
近
な
る
山
民
の
森
の
見
術
脱
肝
外
に
揃
ふ
h
H作
山
市

し

篠

川

ま

さ

'

v

'

u

a
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亡
き
妹
の
係
の
供
れ
し
を
わ
が
聞
け
ば
戸
川
以
り
あ
げ

て

知

ら

せ

や

り

た

し

木

市

川

子

あ
か
あ
け
と
秋
灯
と
も
す
保
汗
凶
迎
へ
待
つ
，

r等
の

遊

ぶ

戸

洩

る

山

崎

節

子

@
@
@
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@
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牢
双
子
川
ベ
ビ
ー
カ
ー

〈
北
沢
宮

(
的

)
0
3
1
3〉

申
し
込
み

弁
連
絡
先
に
い
山
一
接
也

話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー

ナ
ー

へ
の
制
戦
中
し
込
み
は
、
耐

に
制
附
光
品
へ
屯
訴
で
辿
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

聞
に
観
光
ぷ
宮

(お
)
l
i
-
-内
線
3
2
9
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むすび座

rll宮室誕生ω嘗』
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
「
回
避

記
」
は
、
胤川内ーが
三
時
法
仰
や
杭

は
っ
カ

い

与

ご

じ

よ

う

て

ん

じ
〈

八
政

・
沙
伯
仲
た
ち
と
天
峠
一一ま
で

を
旅
す
る
お
訓
で
す
が
、
こ
の

「阿
滋
記
|
的
自
誕
生
の
巻
l
」

で
は
、
↓
わ
か
ら
化
ま
れ
た

.
匹
の

サ
ル
が
「
詑
命
の
大
切
さ
」
に
気

づ
き
、
自
分
を
新
作
ん
さ
せ
て
い
く

ま
で
を
州
き
ま
す
。

mドな
る
H

モ
ノ
H

で
し
か
な
い

人
形
が
、
ひ
と
た
び
役
者
の
手
に

か
か
る
と、

い
き
い
き
と
助
き
だ

し
、
怒
り
、
泣
き
、
笑
う
。
そ
ん

な
人
形
劇
の
不
思
議
さ
、
お
も
し

ろ
さ
、
そ
し
て
、
「
元
気
の
で
る

人
形
劇
」
を
ご
家
族
み
な
さ
ん
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

・
場

所

ロ

月
M

H
(日
)午

後

2
時
ゆ
庁
別・
川町
、
ぢ
乏
A
R
Z
J仁川

1

1
:
fl
i

-
-
1
i
 

入
場
料

一
人
券
1
0
0
0川、

二
人
券
1
8
0
0円

(令
中
同
山
)

※
3
成
以
下
川
燃
料

入
場
券
発
売
所

平
引
川
出
、
ミ

リ
オ
ン
山
市
出
我
孫
子
問
、
荒
井
作

山
、
米
一以
引
務
部
、
ポ
ピ
l
、
写

只
の
お
ち
あ
い、

柏
山
山
民
、
取

手
と
う
き
ゅ
う
、
市
民
会
館
光
町

ひ
ろ
が
り

問
い
合
わ
せ

教
育
委
以
会
文
化

課

企
(部

)
1
1
5
1

ff@叫番館

d努

B
S列
車
、
と
ー
も
君
号
が
成
田
線
を
行
〈

人形劇団

酉纏語

ふ
否
さ
と
自
慢
の

多
ブ
ラ
ボ
ー
さ
ん
歩

を
募
集

「
B
S州
市
ど
l
も
れ
け
」
が
、

米
年
2
Hn
m
H
(上
)
、
成
山
川
酬
を

定
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

N
H
K術
M
m
2
テ
レ
ピ
の
骨
骨

組

「
B
S列
恥
ど
l
も
対
サ
が
行

く
」
に
出
掛
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
技

や
装
、
ぷ
敵
な
ド
ラ
マ
を
持
つ

「
プ
ラ
ポ
ー
さ
ん
」
を
各
駅
ご
と

に
探
し
て
い
ま
す
。

こ
の
併
組
は
、
鉄
迫
沿
線
地
方

の
ぶ
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
の
魅
力

を
併
発
川ん
す
る
番
組
で
す
。

当
H
は
、
プ
ラ
ボ
ー
さ
ん
と

応
援
団
が
N

ど
l
も
君
号
H

に

来
り
込
み
、
銚
子
に
集
合
。
銚

子
市
行
少
年
文
化
会
館
で
自
慢

の
技
を
競
い
A
H
い
、
H

プ
ラ
ポ

!
大
口
H

を
め
ざ
し
ま
す
。

成
川
純

(政
孫
子

・
成
問
問
)

は
、
米
年
・
4
川
で
山
一
地
1
0
0

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
成
川
線
や
我
係
子
の
ま
ち

を
A
h
M
に山一
一H.
伝
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

n
m
-他
郎
は
聞
い
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
推
服
し
て
く
だ
さ
い
。

(7) 2000.12.1 

な
お
、
欣
送
予
定
は
、
2
川
お

け
(
金
)
午
後
7
時
叩
分
か
ら

N
H

K
術
叫
第
2
テ
レ
ピ
で
す
。

出
演
牢
ゲ
ス
ト

山
合
千
代
子
、
釧
野

日
二
に
し
き
の
あ
き
ら
)

牢
司
会

徳
田
市
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

推
薦
方
法

鍛
薦
者
の
氏
名
、
年

齢
、
む
活
番
号
と
推
薦
す
る
方
や

団
体
の
住
所
、
氏
名

(同
体
の
場

合
は
代
衣
符
)
、
年
齢
、
氾
話
帯

川ゲ
、
推
服
理
由
を
明
記
し
、
ロ
バ

凶

U

(ヒ
・
必
刀
)
ま
で
に
、
一T

2
6
0
1
8
6
1
0
千
必
市
中
央

医
中
山
氏
4
の
同
の
同
N
H
K下
来

肱
送
日
「
B
S列
恥
プ
ラ
ポ
ー

さ
ん
」
係
官
0
4
3
(2
2
7
)

7
3
1
1
へ

(写
其
や
ピ
デ
オ
が

あ
る
場
合
は
合
わ
せ
て
送
付
)

参加しませんか
第10回

手
賞
沼
ふ
れ
あ
い
的
掃
実
行

委

μ会
で
は
、

「ひ
と
り
ひ
と

り
の
々
で
き
れ
い
な
手
引
沼
へ
」

を
テ
I
マ
に
、
第
ゆ
同

「
手
幻

氾
ふ
れ
あ
い
的
制
」
を
行
い
ま

す
。手

賀
沼
の
泣
か
な
向
然
環
境

を
守
り
、
沼
の
水
質
浄
化
を
め

観覧者募集

日
時

市「成
日
年
2
月
旧
日
(
土
)

午
後
6
時
泊
分
間
演
、

8
時
的
分

終
前
予
定

会
場

銚
子
市
山
少
年
文
化
会
館

観
覧
方
法

性
彼
ハ
ガ
キ

(一

人

1
枚
)
の
往
い

・
返
信
而
に
郵
便

徐
ひ
、
住
所
、
氏
名

(作
れ
耐
に

は
氾
訴
祢
ひ
)
を
明
記
し
、
市
「
成

日
年

I
H
幻
日

(火

・
必
n
M
)

ま

で
に
〒
2
6
0
1
8
6
1
0下
潟

市
中
山
火
以
中
山
氏
4
の
同
の
同
N
H

K
千
束
放
送
局

「
B
S列
市
中
ど
ー

も
れ
け
が
行
く
」
公
開
係
へ

iB S列車どーも君号がれl

ざ
し
て
的
制
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

は

刀
3
U
(け
)午
前
9

時
か
ら
け
時

(州
天
小
此
)

集
合
場
所

4r
釘
削
公
剛
多
日

的
広
助

清
掃
場
所

手
町
沼
公
聞
と
そ

の
凶
辺
道
路
、
逃
沙
道

服
装
・
持
参
す
る
物
市
船
作

業
が
で
き
る
服
錠
、
タ
オ
ル
、

以
手
な
ど

参
加
方
法

庇
機
、
集
合
場
所

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

※
山中
で
の
来
坊
は
、
ご
述
邸
く

・

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

手
引
沼
税
部
境

澗
斡
係
官
(お
)1
1
1
1内
総

A
H1
po
n
4
 

※
消
加
の
実
施

・
小
此
は
、心
wl

円
午
前
8
時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ

イ
ド
宮
(肘
)5
0
0
0
コ
l
ド

待
サ
8
5
0帯
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

赤
十
字
看
護
学
生

日
本
亦
十
字
社
で
は
、
成
川
亦

ト
ヤ
石
議
却
門
学
校
の
Jr成
日
年

位
亦
卜
宇
治
議
学
生
を
山
結
集
し
ま

寸
ヲ
。

募
集
人
民
知
人

(山
女
)

資
格

日
等
学
校
卒
業
も
し
く
は

卒
業
見
込
み
の
方
、
ま
た
は
文
部

大
臣
が
高
等
学
校
卒
業
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
た
方

出
願
期
聞
は
バ
初
日
(
水
)
か
ら

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

次
の
万
々
か
ら
品
か
い
品
川
な
が

市
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
押
さ
ん
の
ご
り
立

は
、
加
皆
川
に
沿
っ
て
大
切
に
他
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぃ
米
必
リ
サ
イ
ク
ル
似
楽
部
織
、
第

一
生
命
労
働
組
合
納
付
業
職
支
部

税
、
藤
井
弘
子
械
、
波
辺
由
紀
子

線
、
平
成
日
年
度
並
木
小
学
校
卒

業
生
牧
、
日
米
羽
市
民
生
活
協
同
組

合
株
、
荻
野
サ
ー
ク
ル
荻
野
紀
子

棋
、
技
師
抑
，
十
市
新
潟
叫
人
会
様
、

江

μ主
か

っ
ぽ
れ
会
様
、
鈴
木
し

ま
様
、
下
応
仁
辿
.
般
労
働
組
A
H

技
孫
子
支
部
械
、
山
川
内
党
線
、
小

貯
友
之
助
械
、

つ
く
し
肝
み
ず
き

や
寸
れ
ん
け

会
線
、
安
武
洋
.. 側
、
小
林
ト
メ

線
、
政
孫
子
ゴ
ル
フ
協
会
嶋
、
心
引

限
会
社
牝
火
山
什
・一全
ミ
キ
ノ
柿
、
湖
北

太
子
会
機
、
日
本
の
心
を
歌
、
つ
会

様
、
飯
川
和
行
棟
、
北
孫
子
製
脊

組
合
線
、
技
係
子
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
間
肝
球

4
門
部
様
、
政
係
チ
則
一

作
組
A
N
'
K
性
部
線
、
築
地
ス
ガ
綿
、

利
制
コ
カ

・
コ
l
ラ
ポ
ト
リ
ン
グ

株
式
会
社
線
、
学
技
法
人
中
野
学

剛
行
ぷ
幼
椛
幽
線
、
江
藤
必
純
、

D
・
A
・
D
-
A
(車
椅
子
を
贈

る
ダ
ン
ス
の
会
)
線
、
千
葉
土
建

我
孫
子
支
部
湖
北
分
会
梯
、
空
手

迫
実
武
道
会
館
様
、
古
利
回
恨
の
自

然
を
守
る
会
様
、
並
木
小
学
校
児

主
会
様

・
並
木
小
学
校
P
T
A
パ

ザ

l
委

μ会
都
、
株
式
会
社
写
点
(

の
お
ち
あ
い
線
、
北
川
商
友
会
火

性
綿

一
向
線
、
政
孫
子
市
硝
℃
会

久
性
部
線
、

「あ
か
ね
色
の
宅
を

凡
た
よ
」
政
係
rr
k映
実
行
安

μ

会
線
、
芝
川
旅
行
A

属

、
鈴
木
川

崎
、
小
野
正
脱
線
、

D
A
D
A

ま
い

b

拡
夢
政
孫
子
サ
ー
ク
ル
線

※
日
パ
引
日
受
け
付
け
分
ま
で

(
男
女
)
募
集

平
成
旧
作
l
川
日
日
{川
)

入
学
試
験
日

i
川
幻

n(火
):-

mr科
技
机
、
M
m
H
(水
)・:乃
花
北
験

A
H
凶
納
品
引
先
決
お
よ
び
什
絡
お
の
一
山

抜

・
他
出
診
断

試
験
科
目

凶

m
I
・
日

(古

典

・
泌
文
を
除
く
)、
英

m
I
-

H
、
選
択
科
目

(数
学
ー
ま
た
は

生
物
I
B
)
か
ら

一
科
目

合
格
発
表

2
月
7
日
(水
)
に
個

人
迎
如
し
ま
す
。

※
入
出
町
希
唱
者
は
女
性
の
み

「計

竹
町
」
の
利
問

(3
年
間
可
能
)

が
で
き
ま
す
。

資
料
開
求

民
間
に

5
0
0円
分

の
切
手
、
ま
た
は
邸
似
小
ね
併
を

川
封
し
、
一T
2
8
6
1
8
5
2
3

成
凹
市
飯
山
町
卯
の

1
成
凹
赤
十

宇
治
漉
専
門
学
校
入
試
係
へ

問
い
合
わ
せ
同
校
宮
0
4
7
6

(
包

)
2
3
1
1内
線
3
8
1

徳
川
写
真
館
パ
ー
ト
E

徳
川
昭
武
は
写
真
を
趣
味
と
し

て
い
た
た
め
、
徳
川
家
に
は
膨
大

な
数
日以
の
写
真
が
賊
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
こ
の
写
点
集
か
ら

門
像
写
点
を
巾
心
に
展
示
し
ま
す
。

日
時

は
川
幻
日
(枕
)
か
ら
2
川

同
日
(日
)午
前
9
時
加
分
か
ら
午
後

5
時

(刀
附
け

・
ロ
バ
認
日
か
ら

1
月
4
H
は
休
館
)

ル、
rv
a
A
，

場
所

戸
定
脱
出x
m
(J
R
松

戸
駅
点
H
F市
徒
歩
約
叩
分
)

入
場
料

大
人

ω円
、
刈
校

・
大

学
セ
心
司
、
ト

・
ド
戸
長
。

n-

4-
d

4
fr

ノ

t
'
t
2
rr

県立野田看護専門学校

集募生
盆峰

子

県
立
野
山
抗
議
時
門
学
校
で

は
、
平
成
日
年
度
学

ιを
山川和集

し
ま
す
。

募
集
人
員

約

一
清
波
学
科

(3
年
限
程
)
入
学
定

μ
(刊

問
い
合
わ
せ

戸
定
牒
史
飢
宮
0

4
7

(3
6
2
)
2
0
5
0
 

=a，
ィ
ャ
，
コ
ン
サ
E
ト

5
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
と
ウ
イ
ン
ナ

.、e?ak

ワ
ル
ツ
の
饗
宴
i

日
時

・
場
所

i
川
初
日
{ヒ
)午

後
3
時
間
出
、
森
の
ホ
l
ル
引

入
場
料

3
0
0
0円
、
山
校
生

以
下
1
5
0
0円

(全
附
指
定
)

※
託
児
サ
ー
ビ
ス

(市
判
・
予
約

制
)
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

森
の
ホ
l
ル
引
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

宮
0
4
7
(3

8
4)
3
3
3
1
 

伍
代
夏
子
コ
ン
サ
E
ト

日
時

は

汀

3
日

(n
)昼
の
部:・

午
後
2
時
間
筒
、
夜
の
部
・:
午
後

6
時
別
訓

場
所
野
町
市
文
化
会
飢

入
場
料

S
席
6
0
0
0円、

A

V
巾

5
0
0
0勺

人
)
の
河
%
相
度

資
格

山川
等
小
校
卒
業
も
し
く

は
本
来
日
比
込
み
の
み
、
ま
た
は

大
学
入
学
資
栴
検
定
A
H
栴
将
待

ト入
学
入
門
P
K
M
栴
を
訂
す
る
方

出
願
期
聞

は
川
4
け
(川
)か

ら

8
H
(令
)

出
願
方
法
，
*
本
人
持
参
の
場

合
・・・
午
前
9
時
加
分
か
ら
午
後

4
時
叩
分
ま
で

*
郵
送
の
場

合
・:
所
定
の
封
筒
に
よ
り
附
劫

件
留
郵
便
扱
い
で

口
刀
8
日

(金

・
消
印
布
効
)
ま
で
に
同

校
へ
試
験
日
程

科

目

2
川
3
u

(
上
)同
制

I
・
日

(古
典

・
出

文
を
除
く
)
、
数
字

I
、
英
知

I
・日、

2
川
山
口
(土
)
而
接

※
…
品
集
必
墳
の
山
ボ
呼
ぶ
し
く

は
山
接
ま
た
は
小
山
市
で
千
…
山
県

乞
昨
川
A
w
d
u門
学
校

(野
川

市
中
幌
3
1
6
の
i
)
宮
(引
)

0
2
2
2
へ

事き空門 主燃豆
幽~ ~ み: シ不 可
曾~ 1 わ .J:..1券

霊 2せ孟fと壁
去 5 ~'f" 旧 詰
言言 川 出f"... 

，Ii 削 す

文市托
1t 役 会
福芭向

日
時
・

場
所

は
川
3
H
(什
)午

後
2
時
間
出
、
俸
の
ホ
l
ル

出
演

以
ぷ
芸
術
大
学
別
利

「ぷ

のふ
と
、
野
町
現
…
山
邦
衆
ア
ン
サ

ン
ブ
ル

「管
山
点
結
の
会
」

入
場
料

2
0
0
0円

(全
席
向

由
)
問
い
合
わ
せ

等
山
崩
μ
究
会
実
行

委
以
会

・
辺
凡
宮
(
M
)
0
9
9
1

日
本
京
臨
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
E
n野
田

政 問 2入場 IJn日
"ぃ 5場 所 副 時
歩 合 O 料
オコ O 型f
"'..せ VJ_3 111 
:ï~ - 0 rli 
孟 穴歪 O 文
:: ~: 1市 O 化
?4ι ム;円会
T阿川 一、 館
2 ilt..，o ，jir 
6 ク、 ンピ
9太り

は
刀
げ
け
(什
)
午
後
2
時
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高 林祥樹 くん
(iM~七台・ 11設 1 カ月 )

図 国
冬休みこども工作教室
(学校週5日制関連行事)
刃物の正しい使い方を学びなが

ら.自分だけのサンタを作ろう。

日時 12 月 9 日(土) 1 0時~12時

渇所湖北地区公民館

定員 市内小学生‘先着20人

参加費 100円

J奇参 総の臭セット
取しiるみ ・問い合わぜ 電話で中

央公民館公(82)0515ヘ

目子どもつツキンク

(学綬週5日制関連行事)

日時・渇所 12月98(土)10時~

12時‘中央公民館

内容簡単なクリスマスケーキと

ヒラフ

定員 市内小学生‘ 先着30人

参加資 500円
予九

2喜多エフロン、三角巾.ふきん、

手ふさタオjレ.i場き
申し込み ・問い合わぜ 電話で中

央公民館ft(820515へ

利根川治水百年パネル展
明治33年 1900年)に利根川の

改修工事が始められてから100年。

利根川改修の歴史などを紹介する

パネル震を行います。

期間 12 月 15 日(金)~24 日(日)

$所 市民フラサ:<218(木)休館〉

問い合わぜ 治水課公(85)1111

バドミントン連盟年代別大会
日時・湯所 12月17日(8)8時30

分受付、市民体育館

福田年代別の男女ダブルス

オーフン ・・・一般、 30歳代、 40

綴代、 50歳以上

参加賀 1人 1200円、中 ー高校生

600円

申し込み ・問い合わぜ ハガキに

糧自 2人の住所 ・氏名・ 年齢

|野村生涯教育相談 |
日時 1 2 月 14 巴(木) 10時~ 1 5時

場所 市民会館(~用無料)

問い合わぜ 財j里子村生涯教育セ

ンタ一本部公03'3320 1861 

lハートフルコンサート|

たたら くに か

鐘 邦夏 ちゃん
(柴崎台 ・l歳4カ月)

老五瓦面苛r;oを探る」実行委員会

公開講漬会

日時・渇所 12月10日(日)13時30

分~15碍30分、天王台北近隣セン

ター (参加無料)

テーマ このままでいいのか介護

保険「デンマークから日本を見る」

講師 伊東益支さん (コぺンハー

ゲン大学医学部社会医学研究所

主任研究員)

定員 先t1150人

※手話通駅っき

問い合わぜ 介護支援課生きがい

係ft(85)1111内線413

l 消 費 生活 講 座
簡単きれいに年末大掃隙

汚れをきれいに湾とせる道具を

作りながら、年末大掃除のポイン

トとコツを楽しくマスターしませ

んか。

日時・湯河 12月158(金)10時~

12時、市民会館 (参加無料)

講師 会国友の会総戸支部我孫子

会員

定員 先tJ3⑪人

申し込み ・問い合わせ 電話で商

工観光課公:(85)1111内線329ヘ

ー中央学院大学吹奏楽団
第 6固定期演奏会

日時・渇所 12月15日(金)19跨開

演、拍市民文化会館(入場無料)

曲目 イーストコース トの風鎮よ

り][.][‘東京オリンピックマー

チ‘アンサンブルステージ他

問い合わぜ 中央学院大学学生課

怨(83)6518

|第21目我福子市オーブン車球大会!
日時・燭所 12月23日(祝)9 8害受

付‘市民体育館

種目 一般男女別シングルス ・ダ

ブルス

参加賀 シングルス...600同.ダ

ブルス...1組 1200円

申し込み・問い合わぜ ハガキl

!っぱめ共同保育園バザー |
日時 12月 3 日(日川崎30分~14

時〈雨天の場合108(日)に延期〉

渇所 湖北台中央公園

内密格安の掘り出し物、僕擬庖、

新鮮野菜など

問い合わぜ つばめ共同保育園パ

ザ一実行委員会合(87)5005

l第5回「彩の会」舞踊発表会|

言鼠 ~ 一，圃圃'、=
久寺家地区まちづくリ協議会

つリスマスコンサート
日時 1 2月10日(日 )1 3時30分~ 1 5

時30分(入場無料)

燭所 久寺家近隣センター

出演中央学院大学吹奏楽部、あ

びこ怒認を敬う会、あぴこハーモ

ニカサロン、我孫子吹奏楽団

問い合わぜ 久寺家近隣センター

包(ワ9)1166

※E箆での来場lま、ご遠慮ください。

| 蹴のしごと繍JI1'・InちI~ I 
B時 12月16日(土)12時30分~

15時30分 (参加白無料)

鋼所 蒜張メッセ国際会説場

内容 施設職員による個別面談

参加資徳社会福祉施設等に就磁

を希望する方

問い合わぜ 千葉県福祉人材セン

タ-ft043(248)1294 

l大空からのパノラマ写真屡 |
雅子の空

がんを克服し、みずから軽飛行

機を操縦しながら撮影した、感動

的な写真を展示します。

日時 12月 13 日(水)~20日(水) 10

笥~18時 (入場無料)

I易所 アピイホール

問い合わせ アピイクオーレ怨

(82) 1351 

|動物占いで明るい人間関係を|
日時・煽所 12月10日(臼)14時~

16時30分、市民プラザ

内容 人閣の個性を分析した動物

占いで、コミュ二ケーションのこ

つを知り、明るい人間関係づくり

をしませんか

定員 100人

参加賀中学生以上500円

申しiるみ ・問い合わせ 12月9日

(土)までに、電話またはファクス

で村田包囲(83)3616へ

回国悶 目
|インターネット博覧会作品1
0手賀沼映像祭作品

手賀沼映像祭運営委員会では‘

湖沼環混をテーマとした映像作品

をインターネッ ト博覧会で世界中

に公開します。ビデオ作品や写真

などの応募をお待ちしています。

。ボランティア会員

ホームページモニターや翻訳し

ていただける方はご連絡を

問い合わぜ 同委員会w務局

ふれあいタンスパーティー参加者

日時 12月13日(水)・12月26日

(火)いずれも 18時30分~20崎拓分

渇所市民プラザ

参加賀 500円 (各日)

申し込み 直接会場ヘ

※1月から月 2回‘水Ba:臼を予定
ありい

問い合わぜ 有井公(84)4898

|長会話会員

臨時臓員(給食調理員)
益B務期間 1 月 1 1 日~3 月 19 日

(土 ・日-祝日を除く)

動務時間 8 時30分~15時 15分

動務潟所県立我孫子援護学校

(新木1685.新木駅下車徒歩 15分)

賃金 白書買4950円 (炎通費なし)

動務内容 給食調理

募集人員 1人

申し込み・問い合わぜ 電話で我

孫子祭護学校合(87)0831ヘ

回目回目
12001年版手賀活力レンター配布 |
配布目 12月1日(金)

配布燭所 ・時間 *市役所C会鵠

室(市民会館敷地内)...8時30分

~19時 *つくし野湖北台 - 湖

北・布佐支所・目・ 8 時30分~ 1 7時

(ただし、湖北・布佐支所は昼休

み時間を除く) *根戸ー久寺家

天王台北 -新木 ・布佐南近隣セン

ター・"開館時間内

※多くの方に配布できるよう、配

布場所にお越しいただいた方、1

人につき 1部とさせていただきま

す。配布時間内でも部数がなくな

り次第終了します。電話での予約

や郵便での申し込みはできません。

問い合わぜ 手賀沼謀公(85)1111

|市議会定例会のお知らせ|
平成12年第4田市読会定例会は、

12月4日(月)に開会され‘一般質

問は12月11日(月)から13日(水)ま

で行われる予定です。

本会議は、どなたでも自由に傍

聴できます。

※詳しくは議会事務局企(85)1111 

内線242へお問い合わせください。

2000.12.1 (8) 

モリタ製品の消火器に不良品
今年1月から10月までに販売さ

れた(株)モリタ製品の5瑠類の消

火器の一部に不良品があります。

機穣名と(型式番号)は次のと

おりて・す。

* MA-lO型GB (消第1O~2 1 号)

*マイペスト (消第1O~21 号)

*MA-10型SD (消第1O~22号)

*エイコー 10 (消第 1O~22号)

*NS=10 (消第 10~22号)

上記の消火器をお持ちの方は.

お買い求めのお庖または(株)モリ

タ(フリーダイヤル0120-390735)

ヘ連絡し、点検・部品安換(無償)

をしてください。

問い合わぜ 消防本部公(84)0119

無料法律相談

日時・湯所 12月9日(土)13時30

分~16時‘県弁護士会松戸支部
こらえん

(松戸市総戸1336東風圏ピJレ)

定員先む15人

申し込み・問い合わせ 12月5日

(火)10時から匂話で県弁議士会船

戸支部ft047(366)6611ヘ

|法廷傍聴会 |
日時・見学先 12月14日(木)12時

30分~ 1 6時3白t.千葉地方裁判所

柏戸支部 (参加釘無料)

集合渇所 県弁護士会松戸支部

内容 法廷の傍聴(刑事事件2件). 

傍聴苧件の解説

定員 先む25人

申し込み ・問い合わぜ 12月6日

(水)10時から.電話で千葉県弁護

士会松戸支部怨047(366)6611ヘ

。公共施設利用の継続的な活動は、

!n先的lこ渇所が健保されているも

のではありまぜん。

市民回世館 4218刷1木、1)~131問1(、1日2)1火1.18(月1.25(月)、

中央・湖北地区公民館 4(月上11(月)、18(月).25(月)、 28(木)-31(日)

烏の 博物 館 42 18月1木上1) ~1 3( 月1上181 8) ( 月).25( 月).26( 火) 、

市民プフザ 14(木).21(木).28(木)-31(日)

市 民 4土企Z玄泊陶 館 4(問、11(月上18(問、25(月)、28(木)-31(日)

西つ部つ福祉じセン荘ター 42(6月1火)、1)、12(月9){、金12)~(火3)1、11日8)(月).23(祝).25(月上

市民体 育館 25(月上 28(木)-31(日)

ふ れあい工属 4(月上11(月上18(月).25(月)、29(金)-31(日)

相談等
内 四f旬ヨr、 日 時 場 所 問い合わせ

法律相談(予約制)
5(火)、7(木)、12(火)、19(火)、 市民相 談室

秘1!t課
21(木).26(火)9:30-15:30 (本庁 2階)

※予約は、 12月 1日(金)8:30から電話で秘智謀へ。

税務相談(予約制)115{金)10:00-15:00 本庁 1階面談室収税課

※予約は、 12月11日(月)8:30から電話で収税課へ。

人権相 談 4{月)10:00向 15:00西別館2俗画談室 生活支援諜

行政相談 1 {金)10:00-12:00市民相 談室 秘担?課

不動産相践 8{金)10:00-15:00市民相 談室
佳築指itl諜

住宅相談 8{金)10:00-15:00市民ホ Jレ

交 通窃故相談 11 {月)10:00-15:00交 通 整 備 課 交通鐙備課

心の相談 (予約制) 13(フjく)13・30-15:30福祉総合相談室 福祉総合4目~室

1 (金)10:00-11:15 つつ じ荘 つつじ荘1m 1奈 キ目 言炎
8(金)10:00-11:15 西部福祉センター 西部福祉セン~-

13(7Jく)10:00-11:00 布佐南公園内うんどう遊園
保健センター健康づくりうんどう教室

15(金)10:00-11:00 廷台酷囲内うんとう国

健康・生きがいづくり
12・26(火)10:30-16:00

ふれあい循祉センヲー
相談(予約制) (u会福益悠1ft会向かい)

4・18(月)9:00-15・00ふれあい福祉セン9 社 会 福祉
，["酉己ごとヰ目言炎 11 (月)9:00-15:00 イ呆{建センタ m E義 4Zb玄h 

25(月)9:00-15:00 布佐市民センヲー本館

品吉 事昏 ヰ目 言炎 3・17(臼)10:00-14:00社会福祉協絡会

この広報紙は再生紙を使用しています


